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八百館雑字ならびに来文の解譲

泉井久之助

序

本稿はさきに公にした IYi来館雑字並びに米交のfiT'?議 j!)につづ〈もの‘ W?

ri資の方法?態度?叙;i2lbの様式も lr司似であるのみならすヘ取扱われる i:liftもー前

汗の-1'1夷iiftと共にタイ訴系に扇 L， それと科i近 い Jjiltである O たfごL官、見によ

れば(1夷i訴はタイ諸lilt中7 北方jf沈下に属するに到 L，八r'f族の IIJltは南方系に

!兵する(本稿者;阿部参照)0 lかしタイ諸1ff-般の常として司これらの IfJEは相

ll~ に非rìr~ に近い構造を持つ。従って解説の子緩きと説明の一般については常に

I:.t品の論文を参照せられたし、。本稿は原f!lJとしてそれとの重複を避りTl、る O

[かし本稿においてヲ先きの了l~館の場合に到して(原則的にはとにかい

がi民的に相兵を来したところがれと「ある O 第四{H5の i比較!の部においてー 111企

庁.軟口蓋tf-の比較にあたりう さきの問;[1から六J[fに増加したことがその主 IJ.

~.，-~である O そしてそこにおい Tは?タイ諸ぶならびに八下ilUf.~こおける比較の

結果を精査して? きさに.つにまとめたものなそれぞ、れ二つに分けて取扱うこ

とに Lたのである O

IJLl ;i事館々ftlJ(京大復印本)によれば? そこに八i'i11Wの増I誌をはたのは、 iり!代

JE徳午問，ことにその六午 (1川 1) のことであろうとせられる九 この八 (i~l\

'1. 京)1:久之助「比較すiili年研究J，Jiu;Ckl収(古UJL:iji!:)， lH4!:)，所JIし以←ド r-!' i・;足'ffP;'"， 

のjrJ何'tU と l府和~-t る。

ヨ.IIirjil! l-;与--.ms:明代間夷iiiYー巧，)+0下J手投休， 日n4文コ



。

課jj!十の編纂成立もおよそこの頃のことであろうと忠われる O

八百族は雲南の方面に(恐らくはその南方にも延びて){tむけf:んでいた)

タイ族の一つである(明史列侍)。 八-(iの名についてはこのl明史タIJ停に司命名

の由来に!品JLてー--1酪の説明がある 1)。八円を数;i，iJとするものであるがフ Lかし訂

夷のおが数H，iJの C'iにrlJ来するものでないごとくへ八(Iの名を直に数日liJに由来す

ると解するには 7 なお疑問があろうと思われる O 八 l'iJfiはみ十、からを?claiと稽

L，その住地を 11zO:;O)句ぷ1ザ /mzai(雑守:1 J 1 )と稀する O そのの句の立i味は

不明jであるが?ノ'}'.1:;h11laiは《新城?おrr=fj のこと 1Il0:;は《岡?地方〉のこ

とである O このiIiifi にむし、ても?形~~~1íiJおよび凪終の名市ijiì. それに支聞きれ

る名詞のあとに立つO

参考女献については?上拐の「下{夷館………fVFJ費Jp. I~)丸一一:200 を見られた

L 、。

本稿の原稿の整理.と 7 補充について岡田龍雄打の多大の援助をえたことにつ

いて深〈謝誌を表する O

なお甲乙丙各種の吊夷諜i況を通じTl、ままでに解讃乃寸ミ研究されたJlt種は下

のごとくである O

高日仁館滞日J(Klaproth)， rf夷(泉jf:，部分()りにl¥1ullcr)，:k異((;nibe，波

郎)，朝鮮(小ti)ー琉球(民間)，安南 (Ross)，占城 (Edwardsanc1 Blagden)， 

i繭刺加 (E"lwar山 andBl叫Jdell，ifi;分 1']1.;に泉jf二)， fuJ luJ (nI収)0

1. r八百ー!日:体部長支:ぺ百各官f-綱案!大Ifr/\ f'it~'~HU (HJ1史ダリ仲 :?O~;):) 

2. 1比較言Iili研究Jp. 184. 
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第 部

八百の 文 字 と そ の 昔 偵

八I' i館諜Iinに fJ1~J日ぜられる文守:は? その使JHiAにおいてI'i夷文字の場合より

問題は少い。

守系(J~ にラオス文字ときわめて親近である。

持応はまず字、各原字を相1fに阪別することにつとめた。従って貨際の後菅にお

いては I(IJーであったかと忠われるものも y それが良守:であるかぎり 7 それぞれ

万11筒のローマ宇によって特均したのである O

1.子 二日rC・ ノFCt、

日 止

2 2 止‘(=が)

・-3》 の ‘う0・

4 2 χ 

5 内 r 

6 つ 9 
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7 

8 

9 

10 

lL 

12 

1:3 

14 

15 

16 

17 

の

ω 
Q 

m 
U 

2 

五〕

2 

~ 
3 
U 

d 

r 

〆

n 

C ( =tch，ゐ ts)

c‘ 

j (=dch， j， d主)

胸，..， (昔僚は或は sであったと j品われる)

Il (昔債はすでに百夷訴のごとく y であったか)

8 
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18 s p 

19 ω t‘ 

20 凶 b 

21 U m 

22 a / 

2:1 お l' 

24 'd f 

25 vl f 

2G υ y 

27 ヨ τv 

28 ~ S 
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29 リ〕 A 

30 O ， 
(韓門閉鎖p およびいわゆる <<Vokaltragf1">>) 

:n ~ 。弘

メHh、 字 (Ligatures) 

32 UlJ hm 

33 "-'2:J hfl 

34 tr以 hn 

35 VJ "1" 

36 O gr 

:37 どツ pr 

II. 母 主日主 J-，zgp 、

1 
ー- - - -

3 (内属母音， <<Voyelle inh己rante>>) 

f 
2 -骨格..ー 3 
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6" ， 。3 (この文字がIili耳目に立っときについては子昔 :~O
4・

琴照)

./' 
4(イ) a 

‘ ・曹 、 咽 ' 

G〆

(ロ) α 

J 

(ノ、)‘ 8刷、
正t

F 
d a 

6 -、.吋 s、 。('=啓門閉鎖)

7 7! 

自

(/ 
1t 

.，... 
9 11' 

。
ハリ'''a' ‘'句、‘・
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Ll 
d 

z 
.、.司. .. 

12 
@ 

u(， 

司 ・・ ..司・司、
1:"3 

'lU 
咽.噛司.唱・ー

14 じ. {l 

15 ((...‘ α τ2 

1G (二三 e' 

17 ιプ e 

18 (.~ ;j電

19 '.? f) 6 

e、
20 () 

-・w‘..‘-.. 
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2l r: υ 

22 f m 

ヨ3ι.~ 1 tllt 

24 
日。

:Jy 

、 D :Jw 

26 6‘?υ υy 

27 … 1tJ rり'

28 …1eJ aw 

。、
D 2!J ー司 ~1 ow 

，〆
:30 an宮

J〆

:H 司、~...... 時に妻子調表示符披(註参照)



ハリ

T. -(昔交:'Fにつし、ては?殊に説明を更するものは少い。八百舘の使用文字に

はジャム文守:とはjもり? ラ才ス文字的な特徴がある。その二三の呪われを記

しTむき?とし、。

その← aつは軟口蓋音字 (velaires)の保存である (4，5)。現代ジャム文字で

はア源的に(乃)に該常するものはただ二語詞にむし、て見11¥されるのみで(こ

れもノトTfl際にはi二I氾:1の文'f:ぞ月]し、てあらわずr>，他のjiJ合は (4)を合めて

すべてそれぞれ (:n，(ざ)と合ゐしている。八1'1のi-Lii十日まチエンマイのラオ

スtiltと¥tilじ¥， ~ r:源的に此の苦を表記し?と文字を多〈佐川していてy このた

め. それぞ{史)11してあらわされる語詞の語原的な相注を明確にとどめている

貼は， 1 :3世紀の RamaKhamhang王碑文に非?itに託いものがある。

前点合宇中のふ昔がさたの子晋と上のごと〈合時的に述書・3れる (;11~33)

のも特徴的な徴僚の一つ~f ゐる。而も接中僻*チと *-y- は合ーして 7 下出

にtij:かれるのは (subscriptum)，そのもっとも特徴的な現象であろう。

接 Itlt~\rには訴原的には千であるものとイ冊であるものとが合まれるが?文

字国には aつとなっているものはここに共にイ唱で持潟した。

1I. 母音についTは， (イ) 八百誌の主要母音には憾系的に長官と短音の潤立

がある。なお a，ltには替門閉鎖を?1*う場合がある。 C ではこれに謝して長官?

と?韓P1J閉鎖を作う #1合7 との到立になっ ~C t、る o eの文字の場合が長音と

認めることは理rI1のあることであった。下記註11のか、)参照。

:J， a， lt， Z. 'lU， a 。， 。， αt， au， 

.:J， a， U， t， zμ， e， α， 。2言， ()， ay， azv， 

a u，' e' 

(ロ) 母音における 1-!5の文千:の昔債の賦輿は同一符披に到する異つ?と昔債¥

或は兵った文字に到する f.立一昔債が現われて一見混乱があるかのごと〈に見

1.その二訴は ron<<人>) (強昔は今 k'on)，ヰなよび γtl《首>> (今 k'a)。
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える O しかし八百訴の音節の構造と共に考えられるならば?問題の解決は容

易である。

今俄 9{こ y 昔簡を (A). (子十)母+子7 すなわち閉昔節 (B). 子十

母y すなわち閲昔節の二つのタイプに分けて見る。

(A)のタイア。では捨母音文字(子昔30)がそれ以外に特に母音符披をもた

ないときは(1)の如〈内属母音として 3があらわれる O しかしその内属母音・

が αである時には 7 母音の (4)の(イ)および(ロ)によって示 3れる。凶

みに比の(引の(イ);(ロ)は令¥[riJ ---のものであって?後者は後績子音字と

述f与されて 7 この竣i躍をあらわすにし、たったものでゐる O

従って (4) の(イ)~ (ロ)はi明らかに曳代ジャム文字のQ/(1Jzat'-p'ad， maP 

kma却のにあたるものである O 八円liltでは(イ)の記披の使用範囲を更に旗

げて (:3)のI二に添HJして (4)の(ハ)のごと〈立を生んでいる O 此れは (5)

とは， ri任原的にはともか¥，昔債においては同 J であったと認められる。た

だ (4)のか、)はI羽音節においてのみ汗!容されることに山立しておきたい。

(13 )タイプ(開昔笛j)にのみ引われる(ヨ)は?その内属母音カ :Jであるこ

とをわざわざ示すものであってy ラオス文字の Cーに到底する古し、文字訟で

ある O 八ridltにおいても y その内)弱母音は曾て Pali，Sanskrit ()句に a母音で

あったと忠われる1)。この時代には?それが特に 3 母音であること表示する

ために元来この(ヨ)の記披がJjjいられたのであろう O 八YirI/tでは?その内)弱

[u=舌が全i限的に α>:J への建化をたどったために， r干!音節では逆に d母音を

示すために 4(イ)， (ロ)の記披が使用されたがy 閲昔首jでは依然このliい文

字法を停承していたと見ることが出来る。

(2)， (4)のど田はかかる使用仏エにとどまら宇， (30)， (:31)のそれがある。

(:30)は所謂 Anusvaraであって， (もともと此れは α;tzとしてその αは短

1. R江maKhamhangの碑文 (13'j世紀)にはこの種の母昔は一般に αで・あったと認めら

れる (G.Coedらs，1えecueildes inscriptions du Siam， 1， Bangkok， 19.μ， p.39ー)。
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官であったと忠われるが7 今は5を合むその文字国に従って長官にì~6すことに

する)，羽代ジャム?ラオス文字のつ十万文字，にあたるものである o (Rama 

Khamhangの文字では開昔首jでもたt::0ーな月jいる)。従って (2)，(31)は古

いラオス文字訟の o とその機能において全〈同ーのものをもっている。

此のどのJfj訟の最後は (31)の啓調表示である。一般的に八百の文字には

護軍調記械の使}fjは兄られーれ原則として訴形の内部に秘められてはし、るがy

ただ~~っこの (:'31) にそれにあたるものがある。

此れはただ閲音節にのみあらわれる。

此れは比i陵ftjft準的にジャム訴の第二磐謝符腕 (mai'2 tU) にめたる場合力:

多い。

八百話 ジャム訴

7Ja' vーtz'od 《天》

klai' klai2 (*くkla似ヨ) 《近》

。lai klai 《遠>>) 

ma' m開4r-9 《馬》

しかし逆にジャム話の第二盤調符臓を持つ訴が必-t，しも (:31)の符放を持つ

J~YÎ ~ftの Jtt ，hiJに潤熔しなし、ojkrililtt におし、ては， これに到してむしろ無表記

ω括討があたる場合力:待通である。そしてこれに封するj英字による昔諸によ

っては?方法論的に?八百dltの盤調は決定IH米1i.l、1)。

(ノ、) 母音の 1(j， 17は 14，I与が替調記挽をf*った形とすることはllJういない。

これに謝臆するよ昔は呪代ジャムliltにおいて殊に特徴的であるがy これはむし

ろジャム語におりる事rrしい護速であって 7 八YiMfはlfi長JlL ジヤン必と共に

むしろ古昔を示しているのであろう。 16，17の印が韓調記!腕でないことはy

封勝する他の同系E言語の括討のもつき響調が一定しないことによって知ること

1.泉井久之助:r首『託研究J1951， 12月
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ができる。

八口語 シヤム話 ジヤンiil l'I長話

JJte 米 mzAa me'l (:34~)) 11tf f友》

!om se 倫細 luuJZ siA α limz se4 《忠>>1) 

βF 月日 82.G2 1nel 《只》

すなわち 7 われわれは 17を一つのがi合字形としてとらえて?本来一種の二

市母音f向性格をもつものとして?長母音債をRA興した。

!日はそれに到するジャム iifTの1¥[感??は♂であり，八百の rii誌における昔僚も

知母音1'1f.] な g とそれに附添ずる草子門 I~~]本音(')であったと考えられる O 例?八百

此 bc' (別シヤム札

《羊>>0 

1. scは《必きる》の意
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第 音B

八百飴雑字

八百館雑'f:の郎裁も -，'i 夷舘雑字のように誌義的範lI~tfに分類して採銭せられた

八百Iiftのjilt討を 7 まっ炉l'i夫 '-f: によって示しさたにやや大字の泌~~f:をもってその

涼義を示し:Q後に小型の漢字によって原字の昔諜佐示すO 本稿においてはそ

の原字をローマ宇によって示し 7 直に昔諜の漢字を泣き y ラたに漢字による誌義

を示すこととする o 例えば?

v7i' 法(昔課) 天(訟義)

のごとくである o

そのさたに音諜と共に掲げられるものはy 目夷iiEの即応する僻JJi。これはもっ

ぱら東洋文庫本車夷諜話における汀夷館雑字による。その苦手枕は私の前著にお

けるそれである。

最後に来るものは同じく?上の各項に該賞する僻.LJiを滋雄館謀説中より?抄

lUして示す。これも東洋文庫本による O

これらの各街勾i に到する爾余のタイ諸説における別総J~は， r I'i来館…・・・解

/i_貞lによってはられたL、。

本雑fttの1ti初の部分(1-757)は巴里本車来持liftより取り?以下は点洋文庫

本による。東洋文庫;本の八-U館諜話は 7 はじめよ 9[-繰添Jと附記せられy 本

来濁立の「雑宇Jでなかったことを示している。それが附属すべき雑手2の本稿

は?恐らくバソ本に見出される種類のものy 或は全〈バリ本としてそれにあた

るものかと思われる。
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巴県本来夷害事訴

八 百 自宮 雑 字

附.百夷館雑字・退羅館雑字

天 文 門

八 τ1 i持!口』 百 夷 合? ;歪 滞: 館

1) ~'ã' 訟 天 1) fa 法 va2 筏

hm5k 実 qZZZヨ 2) mpk 英 mek 昧

1・'a'dα3 法郎 百 3) fa la7J 法浪

f:Jη 窓 雨 4) fim 悲 fm 粉

5) dad 安Ij 日 ィfad 動

don 拐 月 G) non 拐 dllill 股

da'w Ja9 lIIll。 悶章弄 7) nmv caタ 開章

da'W 『自 足 8) 1UlW 悶 daw 老

nl'αn 緩 煙 13) !uimt 綬 ，，-fJ・wa1t 可晩

10) のa'da9 法傾 役 14) mpk 1U刀 実煉 ψa2 da:; 筏頂

km5k kl'Il11l， 英語主 矛wi 15)仰 k/"0ψ 英主 m3k 漠

11α 可~ rα3 市杭 露 lla'fJZ四2 l~JãV'! 南元

kmiiy 味
話働 12) lJll~γ 昧

l刀bJdab ブヂIJ
，〆T二FOfh， ]0) 11)' カ 1M，' ふI'd 陪欧

15) 7mu;y n5!J 昧波 仁It

7wujy klam 昧千 ;7}( 

lO1n 倫 風 9) 1，ρ勿 倫 1.J1Jl 臨

1'a' mlab 法減 '屯 17) fa 1Jlタ 法誠 va2 lab 筏磁

γU9 告E 虹 18) ，'o'!J 臨 f万'!P 511711ロ2 

20) ma ual.n 'l，a' 也市法 j英 [87)参照<;天のii1J>>の意〕
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'5k 思 lH 231)μ 思 'Jk 強

χα'u 言語 入 232) k!llttl1t 語 が，Itt 実

t:Jk m 改 2，1) to必 篤 t;Jk 管(溶)

t:Jk 奇 況 (23)参照〕

25) lnnod 木 :}¥5 

ca!J 8，αf 征費 輝

ca!J 征 峻

hay 害 潔

SJ7J 港 日号 (30)参照〕

30) s57J 法 隈 20) siea'9 穿. s)-'wa '91 校現(晴)

1可'i' 法 乾 (1)参照〕

din 寄 土中 46) nin 脊(塙) dill 醍

b:x1 ト 除 99) tnot 日

'I'a' da(l 法列 情 100) fa 1'e 法列

3.5) '0αz 陸 火 328)ノ'ai F氏 vm'¥ 匪.

γ01乱 機 熱 88) liil 勅 13n 卵

γαij' 8'i由l!J 法廷 天高 (46)so'!) 選 ψα2 SIt!) 筏軍事

don ca!J 拐征 明月

wα:::-，γ5!J 法隆 宙事F 71ii2 l5!) 筏郎

40) .f;m t'匂 窓騰 下百五 t'lII'!} 目簿

ψα， bon 法本 天上

ψαー，cα't 法築 天心 410)ωt 遮(心) cai・ 築(心)

7.a' ldαi 法蓋 天遠 6(0)加 該(泣)か-lai 合乃(遠)

'Va' klαr 法該 天近 6(1)l:oau 同(近) 必刈Ii2 合頼(近)

45) P‘ul 7.a' 審法 建天

yarp， 7'a' 限法 敬天 2.10))ゆ 聞い{&)

'Il'an !Jα'u 挽奥 暑
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pα1f 奥 ~ 

pαn 1噂

50) 仔ay f実 移

pαH 抱 吹 328) jilll1t 百旬 jau1 包

plllk ト 日目 322) jlit 布

i5J'!) i丞 映

んα3 紅 遮

55) ~{'α 
， 

瓦 消

h.ay 害 散

rj，e 1.{'(t' da 棟瓦打 イ山 (党語土 1))

かが 普刺 併J

〆0 思 言申

60) p'i 響 鬼 f勺 沓

bIi， Ja 何i俳 祭

11'an hlwn 抗勢 i時

地 理 r~ 

んi JJ' .. 
←J;~ 、. Cr!1閥抗より〕

;nu'!) tu ~~-郡 者日 59) miill!J 釘L か11υク 時

65) 川 U!Jpa!J 訴す[) 手日 (G・1)(3) GG)の tii，/，t'i'!j， 1.:引 3はいづれも中関語より

JII(I!J kH'O' 話i調 図

1)/l， JM 斥T 〔中園語〕

1'i!}:Jn r，~良 勝 ク

切れU ~+I F・H ク

70) 11'!P!J 允 カ品 30) '((lill/: 允

mct nam h.万ぱ 也市碍 江 〔μ《大さい河》の意， 87η)参照J.(55)仰11均a仰1

day 班i UJ 42) llIia 頼
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nam 甫 水 35) naψ 暢 nam" 南

7trin 存 石 45)η~.'!J 〆1!1a、 hin 欣

75) t/ii7J 党 路 :~9) taク 難 rJa?J 情

nam b{) 南隈 升: 40)仰 1!tma 怖腰 b3 婆

kaη't ta'!) 幹丙 塘 ゑ)-~ä!J 合平

kun rnuk 視日 塵

nα 1m 旧 :n) l1a' 那 11a 那

80) sw{)n ~ミ 閑 3.2) si"tal1 ~、 S'W.11l 同空

γα~ nα 来那 土tl. 33) mu 老(79)参照〕

mαi nα ・・・ セ那 畝

jow rJa7J 竹党 虫

rJa'!) klad 党軍 巷

85) ban 種 兜F υ5.2町、1 mal1 1Ul 型軽那 ba1l2 l1a 京f那

ban 樫 村 (8u)参照〕

mα守司，nα・・ηz セ南 河 下水のほ》の意〕 lIIa l1am~る、 饗南

7tnfi'!) 漉 海

71;}tJ 11，α邪 搾南 波

90) vfi tJ na 1[t 持南 f良

pijk 白 泥

din 脊 土 (33)参照1

1iwn tr， 攻
t'atJ 韓 おむ

95) hmぷ3 猛 溶

hmutJ dαi d%:頼 ifftl 

p'a f白 }長

fα7J 11，ii1[t 放甫 }E 49) jtl'!J lla'IJZ 放lTiYl

vγJ'!) 允 築 (70)参照]
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100) t'ar(l， '(>'a 探伯 1同

nαm γII fH魯 プ同リ丈1 25) Jl川lZrn 町有伺

pα 1n例 7¥tヰ! 林

1L'yJ'!) 7mo 允能 城j二 (44)lliiw dHhEE L弓

1lIyJ!J tαt 允猷 城下 (45)fitazt 万

105) dai s'U'!J 東I~ ÜI~'!j (72) :n)参照〕

nam klαi 市蓋 水遠 [7:1) 4:3)参Wu

dan mo'!) 日食抗 地界 。1) n!iI~1t lllii1!g 地r;Ci:

na'f!l-f'ay 南台 南京

pi;k ki'!) 北京 北五〈

110‘) mO!J c'α 官 獄事 雲市 (2) 1.川町 c'i，! 話予11

1nOa ty:J!J JYJ!J 70nαi 獄内整(チエ資シマ八イ-RF77f J 
(8) !Jli川!{)岬r 3五Ac

1iW'!) .71['α 獄樋 狙:槌

moa l況 ð'ift~靭 車R (9)刀ρ alr-制

1no'!) k'on 猛艮 孟艮

1 I~) ban mO!J 鐙1丑 地方 (85) (4)参照〕

J01l! rj，a!J 竹党 路事!? :~Ø) tl7l1，子 ほ(路) ダ内 .1T!fG{í~) 

ma naη1， k'5!J 也市空 自明

ma 11am ltn5n 也市i窃 ;也

pii t'on 入際 交日

120) 7Ja J¥ 日!f

c;l/i!J 1cl a!J 党江 開
(116)琴!!の

江 民け、 !-Jl ;JJl 可:38) /'il'!J 

4σ nal[L 答市 i'lt .18) ta' 11，]宇Z 行可H

川α nα'f!I-nay 也HJJJ 渓 (87)参n行〕

rj，a'!J 1Wy 党FJ 1(ì~ (11G) 至急f!日j

125) lai 東i mE !az1 

pl5!J 底下 通
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時 令 r~ 

'JJlο97rη， 月土中・UB閃11 春 75) 111;加。11 J:f~問 (1~9) 参照〕

'JJdf ~'5n f;!?~機 。ママζ， 7G) mlyit'l !it 思勅 (14:l)参照〕

1110 yen ~i印 秋 77) mi;'it'J yill rR印 (140)参照〕

130) 'JII[) llllaw ~~~悶 ~ 78) lJlみU 1ttf.αu 思悶 (141)参照〕

))1 町在 {I三 95) tl ~rt fi 上巳

don 初 n (G)参照〕

'1{'αn 挽 n 5)τuall 挽 1f'ど111 晩

mo ~~ R5 94) ml;w !君 1111μ 也

1'35) (UIn 'jfv 初恋i 朔 79) ni;n (J J~ 初出

df/n kta!J 初紅 望. 80) ni;" k!l 初-ι

rwn 痕 行 82)必σ'!)klliil1 紅悦

Tα/1. 綬 夏

'U/I. 漉 温 84) 011 問 ， 1I1t1 HI~ 且

140) yen ド日 話C 85) JII11 fll 1'，'11 1武

hllav' rrl~ ~]ミ 86) ll1Irlll r~l~ 

ιnn i毘 殴 (139)参照j

γJU 興 活-

γJU 機 熱 88)ル;t 耳3 !，I1l 日H

145) bO(l I)~ (33)参照〕

t'a' dad t士、列 問号 (3.1)参照〕

mo di 型i李 節

pz 侃j 歳 (131) 君主n日〕

la!J 乙序 に4・1.. 96) ん万 Jil~ 

150) lIa'J!L t'om 南存 1官

mo Ja/ll 思fi明 明 91) cme 招
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lI'an rαm 境的 タ 9.2) !dIIl')Jt タ即fマa ぐ(/ゲt'!. n 

miY biJn 塁本 ←仁SAI 

iltO甘 ni ，o;;;'~V己 今

155) H'α11， ni 挽沼 今朝 Tt'dI9f Jftt 時~i)己

tlーαn 1J'α nz 挽日 I~沼 lIi: F1 

μã~ i・涜11， nw~ 紅痕能 一夜 8.2) /.:17ぺσkiiiill 紅恨

ha ran 恰綬 ~H夏 [uu2)五参Hの 8:1)/.:hlillug 翻

'Wα11， tγulぅ 挽僕 ~J1 H b)恥 !ir!， 婆凶

160) 1J'αn l'lln 挽倫 後日

kab cα{ 話宅 ~P-T-

'iJW 8Z 墨細 時五え

~l'αn zw，n 挽そ存 前日

pi dαb ~IWlli~ {F絡

165) p'I"i!J 81:川 合ι/y馬~ti予・ 臓霊

必 lo川 p 細倫 四季

({Ol/， Yα'!J "γ5 拐~i革fJ 間Jj

k1a・.911'(t1/， lclaJ r辺川紅挽紅反 jj主夜

花 木 門

d5l; 鐸 オE d31.'附 ri[ilU] 1符jrl!

170) ki!J ポ:rz 校 々ケ刀川i[，w] 1政!fH

bai 嬬 葉 1.18) m:lIillt 茂 /J川 1mai[llll] 昨PfH

tTlm 敦 高i

1JW't JfH 木 149) 刀打li ;I-IH 仰が[ill!1 ;I-111 

llJia 牙: 王町 151) riri ;，r 1'ri2 思3

175) 11110 5者 芽

l日5d
ーFl} ノ，'，、1z・.‘ v ][j2) 万五ilt
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fa7) 定 瓜 153) tur.ぐ 定

χZ7) 事 r-pe'，、E，'s2-• t 154 ) 1.: It ill，[{ f幸

lnniilc k'γ5 抹克 芳お lG5) mσ;.. khe 抹1虫

180) p'aJc 。f自 来 1i.i7) fol~ f白

p'αk bow f自補 葱 1i.i7)メ必 lllIt 柏ほ

p'作ノkh5m i官喚 ま万沼と主

p'αk lciid f自彊 芥

p'alc 'an f自鳩 芹 112) fok mt 相案

185) m5n 浦 桑 1(4) m品川Z f翌

pαn 廊 1(5) fan f!~ 

k'αU 8iin 持散 米 522)必hau 本号 !.:'au siin 2草傘

k'αu plok 精白 穀 /.:'a" j)凹刀・ρ刀 謀略掠
和

t:m， k'仰 lplok 敦精白 禾

190)γ11'07) k'αu 臨精 穂

kla 苦言 秩

7・iik 脳 キ艮 lal: lllf7i [11111 蹴I唱

d5l: bon' bm: 鍔補擁 荷

d5k bow 錦繍 1主

195) 川 αti'o tfH俄 }蓋

7JEOJtP371αy がn俄乃 輩

ton 1nα.i liin 敦trt!，陥 検

ton m.αz gra't 敦珂開 相P ] ]8) 11lf7i /.:ルザ HH凱

?nai pak p‘f 用別響 機 119) 11IfTi fe j'i が~別昨

2∞) mai 7tnarn 土曜南 荊

lanalc hmiiin 抹悶 相k 123) mak 11Ion 抹陀J

んnaksa li 抹撒利 梨 128)何 竹J旺

luniilc .f，刀:~ .flσ3 抹奉放 杏 129ma/.: ρ1~f! fm~ふY 抹恭放
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hmak ban 抹鐙 y-5k A 124) IJlI7必 Illilll 抹盤

205) mα'i kl5!J 士市.恭

111W kl5'!J 諾!J~
3ノ.aFrP 

mat CU'O!J tlt!.中 松

hlO'/tl 日待 すt

pla'y 1nαi J[:'{lW 者[i

210) ton ヰ安 μi 

ton mai 敦J~H 樹 t.llt 1Ila! [tlll] Ill.utr}!， 

χ。 火
GJP.-plj . 

pluk ィ、 jえ

pluk ィ、 種 (動珂)

115) lwdi ';jk WJ:it: 後

pan 賓

hmak止ad 抹頃 花似

hmak bi'Zk 抹I支 MHお( OJ-!i!.: 婆力

lunak la.， 抹印] 椛椋¥)

220) lUiL!}o.， 日T1 調H茶

hJltak 材ミ 〆* W2)ノIl!ll.: J末

!uiLak fil.1 抹t~ 持t 122) lIlill.'戸11;千 tt奉

lwdik lin' 壬:f*、Z医EJJI 橘 ] :~2) lItilA' /<lU，(I 抹留

!ulLaA '!Ja 抹耳目 キtt 1 :;0) 1I1!1正:"，♂ 抹月ミ

225) んmakyin fAミr:日 梓E ] :;;~) mllメ )'ilt 抹印

luna'k (fO J末月ミ 来

hmak zαIl 抹J昔 来

t‘()/C 兎 JL 1m) t'tt ヲ記

ん‘αII C‘a 本考察 姿 1(;(;) 必ルlUc'a 本考察
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e3『'・EzJ 獣 P守

230) ij~ 存n 'JJU 1!J:1) Il，Ci"j必 事日

，91l !f- 蛇 19:3)円'lt !r' 

.91/， 1I/:l χα'Il t'j'-米;虎 蚊

η万 ht;jll'， "1二初 勝

〆。 ilL! 虎 S!<i ju 

235) .'11 nay la'/J 111: }~ぅf: 家j

'Ii'OU.' "1二

f;(; . 別 ヰミ !.lll)fぜ llil bd' 撒

llcii wu 脇 204) 1([' 京!J

h!.D f長 牒

240) 11，0γiid 那列 犀‘ lad 勅

.Jαy 54二、[ 象 614) cang- ごゐいrL4L J匂2 長

mαF 腕 d時 164) ma 目指 かta2 腕

f}ct・ta!J 週大 兎 208) tang t，z ヂISZl ノb tay 合1.7

hni 賦 J議

245) kai 二且平UぐL 実It: 183) kai 』LaUr1 : ゐli ヲ隠タノ、

han H f号 1討!.l)han H han' lF 

IWJc 搭 ，{ふ ]80) Ilυ必 奴

pad }]Ij 昭島 181) pit 必 jcd 資

lunft. u 5長 1!tlt 十草

2.50) luna 民; 犬

1/.1ι及 怒 鼠 213) 1tlt 立y. 1Ut 湾

llina t'ih~ 民槌 事ミ

tαIl ヌJ 亀 187) t，σ'UJ 

tα'w Idu:・:J!) ))弄 能
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255) /.;3.9 ~ιペ、、 虫民 18K)正011，ご ノ..Lペ、、

Jm ;(fJ 53 lH!}) i'it 抗1

l/ij!J 日月 生争 214) fUllx 間

1ILα3 敏 主査

!lfl!) 刀え 蚊 HHi) 11011，": j}( 

260) tak ty;m ヌnとd1 l 1I 2 虫11

χJn pi!c ijE必 矧

χJIL JiE 毛

"1'οw F長 1i!i 

χαa ?~ 角

265) nJn w.ミ ケ討

んin 近 食

pzn 丙 方色

χαn y-f llQ 

TW!c hJ!) 努供 1~~1乱

270) 1wk lfi 7努列 要(jJtrj

Jwk斤i"η fgfjノk 孔雀 171)ωり叫ど 真X7l， JlJk)必ワ 同勇

Jwk ka /.;α 労長結 T315 

han/!ii' iflt 天鴛 17.1)ふ1Ilfa 汗tt /Ultl1 lF 

lwk kan 努見 イ山総

275) mαn li'i~ gsiji 

/VI(:!J 寺号 防白

1， 'lcJk -u~ 狼

t l:!) ， )二 1長 ロ I~) !iJl 告白 ん3 合員

luna t'un nay HJ槌/う ~l 

280) uak 納 猫j

mα!) 'W1l!J 敏蕩 自組 !.l03) mut 7(!()11，:;' 命議
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lwwk 本 i長 !lOO) miit tl 

fl'!J '肝 身

!da'!J ri'!J m折 形

285) P 火 頚

んla!J 泊ミ )己

"→E，1 E ah ι二f士-二r Fう

/'0，ワ Fiill ~f~~ 

/'()n hl I(IJ!Jんl{{!J J合iM工 13.・.EP' 44・

ん。 1ア311S キ駐 4ι7)んd fT 

290) hJ g♂グ 21拐 !剖 453) r，in !.:ltai 偏(;号

)'/) 11 ず合 応 4[)1) r，~;1t fiIii u万n !政

JJiul tIl l¥.社 [U] 4Go) ta許tu 八高I~ fJ tit 日宇観

cj，a";) kl ad 党場 街

(pi;) li 党李

295)γO;) rJa"n c例 f 臨百?招 ::，j: 

7・U!Jban c!，ib 臨書聖1長 i腕

Jαn ，.諜 ー九'主'" 

lfi苧 土持

川 a/k‘ω ttH.rJ[， 梁

300) 凶 Ul γυn j'l'ヤi'-八[J 棟 ，¥1・IU 描

χαn da'i 行来 tX; 

ilW't)Jαn j'V.i必 tJi 

.fa plJ'!J 11Jt手 :也:

tα3 瞥 架

器 用 r~ 
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305) t'I9 r刈ゐニ喧 琴 474) tin，r; 定

hma7c ruk 抹六 恭

pid 必 主主 47(;) l' 上b

γa.9 ltγin 浪斉 硯

gn' dad 高大 オ兵

310) na'f[L hmi万 'P'ñ:W~ 塁

)J !J 司1 傘 50;~)ωJM 

ll'Z ~H 扇 502)れ'j 偉

da.9 官民 音量

1cl5!J 恭 鼓 47¥)) kiiltlllg' 光 /..'J-15， 合郎

31.5) t'tt'Jy .1L3 A、 椀 fτwy2 退

t'WJy tan 台隔 探 491) !，uaii. 極《薄き》

ym， 鵠 匙

t'u 禿 筋 184) t'tt 禿

hαi 告- 起草

320)Jm  De 祖霊

α3 品 盆 4H¥)) all;ぷ 品

がa!J :長 桶 .1付お)sμJl，マ 桑

bU'JY 卑. 瓢

la!) 普;

325) ja!J ー章 有ヱ -J98) 川 Jl)，Y 必みz-FV 草欠

?凡αik‘rα nαb ;l'f#.訂納 yミ

dab 臨 )J 500) lilp 東t dab 答

dab sJ!) ro川 麟送部 倉j

)J!J 中 床

330) p'叫 n 噴 梓

ro 勅 船 521) 1';)70 動
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knγ.m 車問 車

!c;r9 公 工;::} 51:3) kong T. 

p1，n 持 箭 514) pon アF tiiut 本

335) hr5k 落 鎗 h3k w.~ 

j:J 3百 旗

8ay k:J7) 饗公 5主

1/，1ι:i J@ 統 7iJj. 局

lay C'U川 頼蝿 印

340) k'ab 苛 牌

1mα7) 8沼 tab 轟四八 τ与

1mα7) 8沼 轟四 守t

bU7) 崩 角ミト

gro7) 撃 升

345) h1'5k 部 ~~ 

kα3 紅 女F寺雇E 51~;) 必仰tg 紅

.αnrnαF 按腕 鞍 519) 1m mii 業腕 'iin ma2 俺繭

tα7) !PW 雷鳥 椅 492) tang ngoltg 識豪華

'iIO'W 紐 i/!荷

350) tα!J tan 首漣 模 491) tam; tuaii 灘M

人 物 r~ 

p'u rft 僕盤 ，f~一事』

p'u !tlαk 僕刺 聖

p官 di 僕苧 賢

p官 ja7) 僕章 官巨

355) r:Jn 'an 1mα7) 8旬 混按轟同士 [342)参照〕

r.m yc 1崎 混業那 農
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γon .7α3 111章 :工

ron z叫 χαy i見寒害 ilff 

rj，an cα'Il' 際招 ft"t 

360) ban r，jib 極!長 近

k'a 五7 奴 :;(i芯)止がii I首~~j k'a2 ciiy 恰採

bon 2f'f 立 隷

pntγan pla ili!，牒:n 漁

r;;n vαn hlυw il[!，反路 樵

365) p'日fαん 僕刺 賊

p'u eiin 僕時 盗

bJ 播 父 34.!3) pa 宇 h:J 婆。

?nα 也 母 343) 1/ZC 也 ma 要

bi 必 兄 346) ti cai 必債 bi2 皮

370) 1u9 関 身3 :J47) 1l{J1l，t; ピぽ 漉イ責 n3'!i 農

η1.6 米 妻 348) Jnf 米

川 enay 米/与 妾 349) IJlf Iluai 米乃

'11α 昭島 f婆 :341) )'It‘ 

pll 11j 話R }Ft) 布

375) hlan 間1 孫 !iin 椴

ta na"!) 把嚢 姑 fa2 罷

11α nαy 那轟 k長

ti yi!J 必影 姐

1W!) yt!J 波影 妹

380) lu!) 臨 伯 352) 10ng 臨 1Ft'!) 臨

961U 奥 叔 354) aτu 奥 'iiw 襖

luk FノI、A 子 350) 10k uzi 六位

htan Jay i蹴粛 姪 356) 1an i閥
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p'ft t'au' 僕陶 老

385) P官 knorn 僕撤 少

p'混長γ59 僕翁 媒

ron g，α j見彊 借

ta m5k 答求 替

cαu' lwn va' 招倫法 皇 帝

390) ltlk cα'u' l'wn va' 六招倫法太子

me cαu' lwm '/}a' 米招倫法 J豆后

menαy cau' lurn va'米乃招倫法皇女巴

Jo cαu' lω凡 00' 汁招倫法王子

moJo cα'u' lu削減F 米汁招倫法王妃

395) trα cαd 普刺招 ZT 

p'u pn， 僕混 匝

p'ow 僕 夫

p‘'U yi9 僕影 免法 373) fu fiing 伐噂Z T'ft2 )'i9 S闘Z己瓜最~

gob 果 朋 363)必asiw 県商

4∞)伊 川 椀 友

1n叫 3 猛 体

fjU 古 J誌 kit 古

rnαn 1r~ 他

4α9 hliiy 党頼 衆

405) P‘u， dy:nu 僕柳 濁

p‘u Jiiy 僕鷲 男 t'lt cay 普採

luk yi!J 大影 女

χun 混 'ば 3M)必h01t 品 正‘!l1l 坤

ltlcay la!J 外郎 吏

410) hru IUHOtJd 路諾 聾 ltrft <<聞い。 (505)審!iU]
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人 事 r~ 

du 多日民 観 218) nu 奴

11αn 汗 見 220) hmt 汗ー !tm 額

r'u 麗 知 221) rtt 魯

dαi yin 来ヨ寺 問 。。旬、】 11mn，[}l1t 乃寧

41.1)グu.ulcai 蛇築 aFじH、

10α~ cαt 歪築 '懐

γαk 期j 想、

t'aηz 炭 問 227) t'σ~ H莫 t'am 強

yrnγαy cαt ヲT来築 憂

420) tO!J Cαf 診察 ~オι-p才i'" 

Jα3 掌 t貯 242) cal1K 広Jii主

クyod 結 嘆 226) n"t 職

hl5k 落 鷲

klοw 顧六 恐

42.1) γαん 刺
宣z言z型t 239) mk 1刺

yαηz 限 敬 240) J'(/~t 煙.

e'a!J ya P日野 持

1In抑 3 宅苧 譲 !.l:~8) 11/11 子守

χ(t'll ~'B 進 !.l32) l!tiiau 宅

4JO) rwn 痕 込

bai 手? 央 !.l35) hai 捜 13'!J hm'2 郎害

<]1'αi h1'OW 閉路 笑 23ti) が々/J 庫 ゑJ'tt') 火

γyok グリ 11手

χαn 汗 思i 230) 点目J 行:

435) <]1'11，' 苦 原高
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pαy 拝 界 289) paz" 持

lId.: -/F E、. 起 245) /ok ノ加'一、‘ 

nα3 轟 坐 256) llang 晶 lIar} 時嚢

tai 播 4f 247) 10': 拝 1al"1 桶

440) ta.i 描 走 (4~9) 毒事照〕

h1・6 刺 尋

[J'U -CiトI 倍

グαηz 敢 :事 2(2) l hi;o'!Z 総

χJ!) 7R 物

445) rni 米 キT 2(2) mi 米

bα1t m.i 日米 無

ha'i 擁 役 (4~9) 440)参照〕

mα' 馬 来 ma 馬

TY:J!) 丙 弓三 277) fint:; 内‘

450) ty:J!J rJα11， 丁謄 定

bγ5m kαn 牒幹 タ瓦ド~

bαi ku'ii 掘掛 散

bγiik kαη まi¥幹 離

γ5m kαn 機幹 合

455) tiim gii1ft 旦敢 依

ψα!) g.α1ft 倣敢 計k

p‘ul gii1ft 嘩敢 i主

k沼d!tla!J 草浪 a慌

nαn 南 題

460) がαn 版 迷

〆:JJ 諮 法 259) sρ町 活 P!l 松

γα.b kαn 刺幹 迎 /ab 脳
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グγαn 塙 慣 :118) ldt'rm 開

クay 拐 慢 R.1fl 。概

465) fiak 押 期t

3αy 探 易

da'!J kαn 議幹 同

b(l'/l dα!J fi;an 木義幹 旦

pan dα3 柄嚢 女n
470) piin dα3 柄嚢 {日

kla k'a-a 話慶 3員

。111， 玩 弱

h，ni 賦 逃

ta!J 戴 じ

475) 'a7[t 'U!al: 掩歪 隠

Z ul '!J tl'Cl!I， 借歪 避

10m se 倫細 6己UA2 

cαm ?('(('t 暫歪 11己

J)lc' !)，i'a'!J JJUH'p i作

480) tca lay 吐来 ~ 

t官'JJ/. tお i3~ t'am 3ヰ

t'ay 合包 減

C:J ナL 欲

C:J 8U 礼法 要

485) rjαU lc(tn 例幹 Yg 

pαn kan 1Jヰ幹 分

ι涜b 色 停

?l'α I!~ 詰2 !l29)τ."a 蛙

plo'!J 11母 崩!;~ *j; 29:~) i'iíll.~r hrlll 崩竜
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490)γα， u'an 綿挽 賞 lt7'!J wan 朗晩

8e 謝 話J 291) sie 調

k!Jan 思 d恩 291)匂;r!}11l: 思

c'αu' }関 朝

，cy:nt l照 献

495) S'IlL hl'!J 信武 進貢 290)slIan，r; ko町 ~二貫

χ5'!Jfak 末法 方物

/twαij5n 歪鞠 奏請

u.'iin k'o 挽課 求討

tj，an， X1tn 典i見 襲職

身 樫 r~ 

500) hγ仰() 路 頭 400) 1a 戸 ゑ:J7fI 火

hnii 納 除 399) na 導要 na'2 看き

[fl'W 鳩 眉 ki7iβ 求

tii 大 目 410)μ 容 la 打

ltllii p'iil: 納拍 額

505) ki"II， 路 耳 408) }"1(. 魯 hit 虎

'1n'/.U 自院院当 ず- 419) ml加 持ミ mut 日早

tin 定 足 424) tin 定 tiJl m 

χon i見 毛 404)必ho1t

p'r01n 噴 髪 405)ノ句z 噴

510) lwmy piik 昧入 業

k!lib 愛

kaυ/， 間 目忠 402) ldt，iβ rrll 

χY;J1() イk ::f 408) kふiiaiυ 映

piik λ l=~ pak 伊L
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515) p'um， 奔 目安 4~O) jρIII 本(胃)

7tI'070' ok 陥冗 育 われ" 'J!: 火時

hlα3 浪 ?? 4ls) laJlg' 浪

川 id沼 費得 E時 415) slli 111 審賦

'αすf1D 1吃 1要

520) fi pak 費八 居

Un 林 舌 lill'! {奔

hnα3 義 皮 4:32) 11111lg 襲 1lfl'!P 再ず

hrw'!J 嚢 f丹 [522)参照〕

cαz 築 J[j. 411) cau 遮 ('{fl 商

525) p5d 滞 時 429) i'~t ト

fαb 大 H1二 426) tザ クι女一・

;苧 路 427) ni 賦 rん Jf.， 

71.1・0111χrt1t 路宅 目奈 4:15) !!.a khiiau 戸4・

k'a 苛 腿 423) hii ;沿 !.:.J 可

530) lijd 助 lfll 434)ρf 勅

d刀L Fノ2、. 'l'r 4:1:!) 1t{l! 奴 A'.J dlil: {J- Ilìf~ 

.'VIi/ 費 腸 414) sai 在 S(ll :琵

liib 11/，涜 ダリ:E 甲 442) lij mii'，，， ブ'j.':n

n~1{' 1I/，w， lt;思

535) fa mlU lj~墨 N- 422) fal.: mi '1'白摂

.i'tn jF~ l夫j

ti よじ 1巴 443) j' :在 ん 活

J5b 1;1 T支

na'f[t laク |有組 l略 4:~0) 1111グZ111 附躍i

540) dα7J wJiIc 義f'd: N'} 

んna 志向 IfII [X')Ol )参照i
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Wln 民 樹

k3k 泊 壁

R3k ~f 腕

545) 'ay 額 気

γα3 :芥 カ

k')'a，' lunan 苛刺面 脈

hay rvk 持河 髄

衣 RIi F守

hmwi>k 1，仰 10 体『各 冠

550) 府ayγa'!J 費浪 書? 5 υr::{!り、】 smJ't111ぐ 饗浪

kllb 谷 靴

h;'iib tin 1虫定 革t

.'!() 宮司F

思 衣

80 Rαy 思費 !災 561) s川 色饗

555) kl'Ilb 才千六 杭7 572) ko/， キ?

1‘0.9 tin p官 焔定的 被

PI'I!y ~ 殺!

!i(ty 議 援

h川，αi E主 総

560) hlJ"k ?存 総

p'a l附 布

γa lC1cyon 列車口 品目

'i'(すi肘α"・- 列紗 紗

2・a1;) 列羅 来最

565)γat.i 列綾 来変

bun ra'l]'t 班平 受取
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p'a cyom 柏(-t 棺

1・'111/. lc'a 視苛 事事

p'a '，0m 恥Vl:~， 手皮

570) p'a向。 帆忠 f帰

1/，111511/， hi'ο10 j長路 枕

p'a k・a'!J l附江 中長

p'ajen 納者

p'a 111・3 中nr客 ネ伏

575)γa， cy;;w 列車出 存自

fay 限. 系iH

仔'//，11， 允 KvX 

γli t5n 列民 ドえ

l)'a t'~ '!J ~rll痛 嚢

580) k'linι5 欠思 ネ向

飯 僕 r~ 

!dwu ぢ? ~IJrf G2:~) (，川 担j

l;'wu 本号 i波 52:!) lJw II 正号

kli'!J 敬 美

χ5'!J bin 末近 PYE 

585) na1']1 mα'，1/， rHii11自 irh 

klo 桁軌 臨 Ú~S) I.:i""， :4t 

nα1']1 ca'!J I担保 :!~寄

'11αm s()}}/ 11汀系 NPf u29) lUlゲ S/til1Jt 円11完i 11 〆lJ1l~ S.lm~ iH沼

h5111 ~ 、. 芳ιユ三 54;]) ル~({1}Z 1設

590) ん1call 玩 市} G4g) '(的以 挽

Wlin む長 跡i ú4:~) C;'//l tt 
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k'01n 間 ヰ? 546) N，ρ111 !村

A!6沼d “、A口 淡 u44) cρβ 竹

Jad 法 部在 547) fllk tj~ 

595) J>'1・;(，(l 撒 錬 545) j'it 昨

.'!οm 孫 酸

γmn 倫 味

Hα1(， 告 調

hnUl!J 自E 蒸

6∞) hi'句 館 者-

dib 7J 生 553) l♂ カ

81lk 連 支持 552) S(必 素

ha'!J 行 乾

la9 零 燥

(05)γa1!t 陥 潟

pijk fヨ 燭

nα1!t'αy 南外 事)f 537) 11fl'!Z ，;olil7i 帽5畏

na1p， p'ij'!J T担問 蜜

rYJ1(I 好 月足 540) min khi;a，，' 命M:

(10) 1II7:'!J 般 央 541) min 命

珍 賛 r， 
Tα7!1 年 金 598) .Ma1Jt タ?i!

3υn .臥 $~ 599) 1l，~iiJl j~ ヲμ11 S見

111/1lk 日 珠

仔inlWJ 存訪

(15) tJ5'!J 』千青 銅 (08) t(}ll，!i 己fIi: d3!J 刀・ゆ 却f岡

!tliilc ダリ 餓 (10) lik カ !I'必 傑
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.JUt/1， 枕 信} (09) cim tt 

l~l'yJk ヂリ 錫 sl1) ruak ゾj

cP5!J cii!J 萱案 銭

620) p'a 中内 11-; 

p刀!JJα 問問ミ 虫鼠

ゐ'5川 筒L 綻

hii!J Hr: lit 

χJ!J jJ{ JlJ 

625)χJ!J 物

γ1lJα/1， ね"て4とh 日間

gii!J lcw 改老 和〉

kaa 数 員電

be J.lU lt 

630) rj，a 牒
y二も三』 287) tc 諜

rj，Ct/l rj，iZ 本楳 fl~ (民e:Î~ r!auはんmr不Jの誤)

tc' μ ・日J凡 別者倫 珊:fbJl

lIW nα 民芽Ij 却!Jfl歯 (t;u.!)lIla 11 民芸:s]

]Jαdii.ii:J ・ 八仰 ;:，16 f(I tiO 1) fat 川町一 八f!lJ

635) ea!J uwk ~lf.母 i別珠

kalO 8an 教紋 ZTィi

})α~d naηL 人F南 11'<品 50!;)}II! 川~It 八鴨

聾 色 門

χyJW 民 ご円L.o:. 58:!)必lutaτυ 喋

da!J 合兵 来1: 588) niil 主lt da?J Wi 

640) dãr!~ H ，~~~ 595) lt1l1Jt 欄

χα10 抗告 白 ら泌)ノ47ん 収1 k'aw 考
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l:am 幹 紫 586) l.'tl~n 草宇

χ.ゲ::m'ta;ワ P臭定 総 589) khU!lW R臭 が1')'{川 巧

flffiF {男 :民J~正~ 0d4) l;in.ご F妻 ρ''.'J 良

(，45) パ3 f点' I-tIIpL tt 594) stt!llll: J~ 

dam 1II，!iul Jl審 I己

dii!J M! 索

l.all 5f~ 千五

l.aクkan ぅr:昨 fィ〈

6so) コ3m i抵 染

がab 撒 繍

χク;J((!'/，'αF 現;虫 天i号589)k!tル 目臭:;1:

dd.1 ka 制結 大束1:

ldぷ!Jka 初結 :老黄

(，5S) χゲ;)'/0 nαy E臭乃 嬬総

χY;)'W maz grαt 県開閉 初iJFi~f

χaw J〆αkbow 1~fl帥 MJ 葱白

;数 日 r~ 

nw，' iJ、h白 618) *1，みzg，"'Jliing i開 IlUIヲ 首長

:iJ !J 主b主主主 6H)) *sJllg 主とZ町三主 S:J.'J 襲警

660) sallι 散 ← a‘ 620) *Stlψ， *saψ と故 o'am 

〆S 罪問 11LJ 6!U) *sl 司r司4 Sil 事国

ha rl合 622) ha 恰 ha2 

hruk -ノI、A 
ノ.L、A 623) *101.'， *'!lo必 奴 hJk 忽

aid j智 r七 624) *ピet 摺 ced 折

(65) p(ul Bリ 八 625) *tilt 八 pad 尚，平史孔

kωu lu hj jし 626*必all，*kaw ylzr d /:llU'!. 荷
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，';ib 穿F可有 6~7) *si/" *SlP 習 sib 者F羽1 

γαy 来 (1 13y~ rY!1 

ban 板 千 !JtlIt 板

670) luniiin 日目 高. tj:.W) lIlDIl R回 /IlZUIl L悶

8αn 線 {¥立

方 F同 r~ 

Icla'!J 1{'an 'ulc ま工挽!ぷ 東 6:16)如何Y '((ftllt 'ok 紅挽出

kla:J 'Wαn lok 紅挽:5 四 6~7) kmα. 'i(ltlll t(必 紅挽若g

tay tαi f罷猷 南

675) tay ltno 嬬能 北

zαy 日思 ア己 t;，1O)ルI1JZsai 幹饗 がii;??'.:;1かE 一ji:rパ止1ご1 

χwα イじ 11 ti41) ka1JZ kh品。 ï~~化 /;:'ii;;2 k':J-iOii プ'0同情

kla!J む (j5i'5) kaゲZkang 幹紅 kJ-1ri'!J 令朗

ltna 那 m1j (42) ka1J" llii 幹那 h.m 1la2 1¥巨拷

680) hlα3 m 後 tj43) kaψ lang 幹部 h:J}l l，αク il}¥耳目

sU'!J 主主 品 (46) sOllg ~ Slt'!J 鍾

lurn 倫 -f l:i， 聾

bo-n 本 j二

'ilαt 乃 内 ()7 4)ゐI1JZlutau 幹悶 IUlt 乃

685) n5k 話 外 ti75) kll1Jt nuιl!.: 幹納 lok 長若

hva'!J 光 !長

kwa'!J hiiαt 光昭 克

通 用 Fヲ

<Jod :え flh 

ZlU .¥!ニ}、 直
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690) bul lt 偏

T!V!J kctl/. 丙幹 7寄

hna 前q }民 (j58) Jla必 撃 na1 納

pαy 手E I事 (59) milll;ふr 忙 /Jrf:J 務

llilk 高内 多 28G) nak f内 lIla/.: 隠

695) na!l J'.l 少

yii {;c'(? ~I~ 1.1.. 

yii [;} !~Z)~ Jl長

h汗αi 民} 左記

u臼グ J'1 来旧

700) t況n >r.i立. 浅 (62) t，み 王ま t!lm? 頓

lijk 軌 深 (68) liJ 助 llllk 耳地

1. 'u'a:J 光 j閥

rab 撤 狭

klαi ヨ1瓜昨・ a、&tfL 6(0) koai 設

705) klαf 出f~ ;丘 6(1)正:oau Ri 

ha lb 蹴

t‘z 持 i争? t)ti7) I'i 持

rlz 苧 好 ()i)2) Itt 賦

γαグ 来 ろ戸

710) plnll 抱 崩.

rj，a 楳 tr (71) te 機

'JItz 米 イf (97) 1Jtt 米 ilU 米

bαU lIli 日米 先e

捕 :ii 247) tai 拝

715) ham yIl' 西日育

bitu Ii 経
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hnak 耕j m 
'J/α'/(， }史 長 )'aw 議

持an ← 4 支長 sa1t'!. 散

720) nαb 車内 3事

nαb 高内 数

yα:? hro 益肋 包含

b;) ~)J[ 足

!una 資 来Jr (50)ノllllillt ii lIUlt 費

725) kau fIi1 、 flJ oGl)正'(lIl lYz守，・I ふw1 稿

γ花d'ωI.l 六奥 拾

jαk'αu 礼奥 主主

.JZ!J 整

Ji!J yil' 強育 占

730)γy;)k hγd タリ刺 招 j無

yc' ub h:αn 也鐸幹 lii.ij r-!A 
mo;] ku'o k:;Cl n 獅図思 国思

fイ ca't γiiy討C 京11業**回改J色i

月iiyyc' (~α i di 都也築寺:;悪P2

7.;5) sIt sa?) ，un 蘇史芹 r{リ{七

川 !J giil!~ .flα II 放敢字 j昼守

t‘οH'グaT[l 苔敢 it度

lii?J ce hlぷ!Ju'ii kCi来遮拐り;結勅論

'ii.5'1n gii'f[l γiiy se 法敢来細/放'4{

740)γy;)k hrii rjY;)?J rjαn 列刺定臆招安

TU，9 cαtγy;)k 崩業列 歎H子

sα'9 8Jn nα'f[l ltJ:奔南 季文導

piiw ti石川 抱部 催撹
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ta!) '5k 定感 排納

745)χ辺n1mα'!) sw Tαb 痕轟四八康文書

y辺ncai p'id 痕饗場 悔罪

'ay bun 簸遜 三在憐

tau gJn il管 不敢

!JC γαy 也来 作7:f

750) pJIc y:J 関岳 褒奨

dα!) kα'(l 轟告 照欝

yit' di d'ib 育李力 安生

TO9 cα'i ye' di ye' na 
溺業也利也那幾業

la jo'W 列竹 世代

755) 8辺bkαn 色幹 相停

mοn 11，αn 何時 永久

dα'i yu' lunan yu' 'ni石川
得育慢育印受稲

* 
作文庫 本

八 百 館 奈佐 字

総 ~~ 

758) rno kJn 思民 比先

γ1C:J'!) 1L'!P，1J 強允 街prj

760)γak pla，!! 列1~令 開設

γα9 nα11， 浪~者 立主慌

r沼11， 川 ola 痕墨列 i叫還

jα'u h沼 招黒 寸fit主JFj再ζ

cJ.a9 b:Jn 党本 路上

765) 凶 '9ga邪 倣敢 遵依
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，αu rno wα't ・ 興J里歪 交問

tarn b'Il ran 且ftft撰 照依

γαbχwa'f[t 脳喚 謝恩

tiiJ pl5'!J 定議 よ~T哩

770) ?)ei ja?) 牙五2 象牙二

1W γlul 努列 1ヰミfう

ZUl χαク ~~i!J 
FlIZ主，長，土z 

r:m rjαt j見7J 長人

ィザαIIku'!J }問責 朝1:.t"

775) t'O!) ki!) 勝点 到五〈

んwαiJ包 歪i抵 題J住

si la'f[t (l =nn 意岡市 通事

4辺 naηz 金南 帯領

ra'f[t hna 牢納 金面

780) JI'[) 'a'u 整奥 佼占

y;; k;;n 8O' k 也視塞 y住民

t;;χd 駄恰 封敵

klαf 仔au' 苦M手a:日「戸え〈 鴛;皐

χαse 恰謝 勤!徐

785) trak kαn 机幹 相離

bα'u ~-U Fi盤 不知

cα'!J 8αt 征幸喜 詳細

γα'!J v.'αn 狼挽 賞賜

80 8αy ，思饗 衣服

790)γa lay 列来 終段

bγak cαi 抗築 辛苦

ldαu ldvxr!) 勢弄 娃宴
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8H'OY.Jα'Il 饗招 差後

'a!J kla 品嘉 侍'時

79S)'a!J k‘a;) 昂鹿 強横

新 増 華 夷 Z事 EH 2IrI t 

(以下説明中の費量'F¥I-本.tHf!字の静電車j

796) 1，a' d{ul 1J~~IJ 天H古 vii' <<天>>1)参照。日.7/ã~o d!ld ((晴>>34) ]46)参照。

'/la' b;}(l 11~ 卜 天[岱 b陽.?d光《》!民||》53)3)参1照45。)参照。 S.m晶 1.11 S' d!id <(太陽。

'va' dam tlUl 天日昔 ddmdlい>>(40)参照。 S.dil1J1-<<黒い》。

va' k'αJ 法関 天開 れ II・《開く >>0S. k'{~y (<聞い。

800) va' ra1JL 訟削 天l免 ra1J1-<<晩>>152)参照。 S.g仔抑1 <<夜》。

uα一，cαZJ I1d正 天暁 ca!J <<雌¥>> 2G)参tl(ioS. Ul'fP <<明らか》。

'va' laJ 法当: 天平 l!i!J <(平>>149)参照。 S.la.'J・

'oa' k'a!) 法政 天法 S. k'e!J ((泣》。

oa' lcla!J na7!t f:J凡 出紅{軒先主 天幾 必f匂 <<rrft>>olla抑 (<J!<"73) 0 f'n (<雨>>4)。

805) va' hluJ 訟初 天黄 ゐlo・'!J(<貨>>(44)。

vα一， χα~H' 1'KA占 天白 χa'Zυ<< r~~l ~、>> (41)0 

va' darn Uミ旦 天黒 798)参!!日。

vα司明 i.;in 法{d' 天議 S. sin2 <<つ与る、

l'α'γ花 法j龍 う疋矢口 rit <<知る>>41a) 。討 rli~.

810) rni va' 米j法 千f天 IIlt <(持つ。有する， 445)。日.Jnl. 

hiu'αi udF 歪法 j属天 日.hmai2 ((闘再すみノロ

bぬJa川 F 補的iぷ; 祭天 S.仰 ca，jit ca. 1'.S. ((神への鵡拝)fil)参照。

dft 'va' 魯法 住M天 。《見る>>411) 0 S. dit. 

va' h況 法県 天賜 hu; <<典へる >>0S. !tuj'!.. 

815) va' 9仰 nk'a!J 法恐 天理 〔漢字註昔央項と誤る。〕

'va' '.ltJ!J tl~視康 天佑

va一， ぷ・)'n 法第 天殺 S. s:Jn (<救へる>>0
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'I'a' (lam i生旦 天骨 798) 807)参照。

γα'i' cα17) 1J~右E 天亮 801)参照。

820) 1nn5k x'mn 実現 正世起 ル'Jl'3l.' <，~ミ'!> 2)参照。日.k'仰

hrn51.: dii1n =~~-日 Fd HE、守=き" (40)参照。

1nn5k hお3 ;!ミ拐 1lf主守-.;L-今f 64，1)参照。

h川 立1'r1f 白雲 (41)参照D

h1ll5k d(7) 立~:'íì見 手[雲 G:HJ)参照。

825) 月川5klay J~:~Mc! 線雲 (48) 649)参照。日 la)，2(<塗る〉うo liiy (，彩色の戸。

11111J1: l;;a7n :児平.í~ 紫雲 642)参照。

km5k k'αi :~~m ~~開 799)参照。

h川 :史探 雲行 439) MO) 447)参照。日.jai. 

111115k krザ ~ì;i主E 32遮 sゐ7'!P<<閉すo遮る F。

830) 101151;; hay J;i:主 雲散 S. !wi (<消える。失する)".5fi)参照。

1un5k・mi 英米 有雲 712) 

llln5l; bau川 t )'2¥-1米 鈍雲 713) 

.fon 11日刊i 拡石!? 大雨 4) <<雨>>(98)参照円

ρn 11αy 沼:乃 細雨 (99)参照。

835)ρn 1，11" J叫T.l-、i主f主竺 下T:H 日.tj/~ <(~答ちる D 降る F。

f:m bClU t:;k 訟}i村: 示日住 ん川否定辞。

f:;n川 d 包尽j 雨来 mii <(;fミる ))0

"1川 if:;n 歪宏: j前雨

.fonγ加川 沼:倫 久雨

840) .f;m l均 3γ'mn 沼:紅痕 夜Hu Hriクriun(，夜，)157)参照。

diul '5k ゲリ;ぷ H1H 5)参照。

川 河 川 (:;k 挽奇 H落 l ::l:~)参照。

dctd 85"!J 列選 r .1 照 ら) 2?) 30)参照。

liil..' deid ぞ?列 H 日商 S. tak <<ffl同よ;、。
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845) uoan苛aUl 挽I使 日長 718) S・yaw<<長い>>0

7['αn sα11. 挽三 日短 719) S. Silll2 <<*立し、、。

1mn tj，沼 挽得 n最 s. (ii.長lqてよ;~、>>0

1('αn 7dn 挽紅 日蝕 日.l.'in <<食べる ))0

dad r5n 列横 日唆 143) 144)凡 r31l3<<股い>>0

850) klatJ u'an 拡挽 日中 (78) S. kla'!) <<rjt>)。

u!a，n zαy 抗饗 日間 ztIy (<2'C~， 676) 

u'an m~ 挽米 有日 712)参照。

1i'αn bα'U mi 挽日米 無日 713)参照。

d?hL '5k 拐感 月出 G)参照。

855) don tok 拐露 月落

do・npa:J 拐邦 月繰

don mon 拐例 月間

donχ011. 拐痕 月j二 X川は χumの誤? s. k'um2 (<昇る >)0820)参照

don kin 拐近 月蝕

860) don da'f[t 拐旦 月黒

don hmod 拐木 月光 25) 

daw klatJ u'αn '5k 闘拡挽題 束斗 8) (72)参照。

daw kla'!J 10αn tok 間拡挽帯 同斗 8) (73)参照。

da1V tay tα4 間擁獄 rM51~ 8) (74)参照。

865) daw tay hno 間擁能 北斗 8) (75)参照。

daw ha 悶rt合 足稀 706)参照。

tZaw t'i 間障 足密 707)参照。

daw 8αi 悶費 亮足

da'w da'!J 悶領 紅足 (39) 

870) daw nak 間納 足多 (94) 

daw nay 悶乃 足少 (95) 
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da1C tiJk 間毒 足落

rwanχ'山 n 綬痕 煙起 9) 820) 

f1(I(f，1/， hay 綬害 煙散 uo) 

875) r1i'仰/， 1l'α 
， 

経瓦 煙消 55) 

f1Cαn pαt 綬嬬 煙:行 439) 440) 447) 828) 

r'U'αnrnα 綬馬 煙来 837) 

hm.5k 7dum hay ~t~波書 霧散 11) 56) 

111l15k k1fl1n kα3 :~誌を主E 霧遮 11) 829) 

880) hm51c 7dum '!Ja'f[t :見議俺 霧車 [J民宇 M刀mは， kliimの誤。〕

na'f[t ra"!J tiJk I有抗毒 露降 12) 

na'f[t ra'!J ldl'!J 南杭幸 露乾 12) S. ha'f) <(乾い。

na'f[tγa;) tiJk 南杭毒 下露

lt1uoy tok 昧毒 霜降 13) 

885) lnnijy ti 昧的 結打 日.β 《打つ声。

lmu;y hnak 昧納 霜重

hmi;y n5;) tiJk 昧濃毒 下雪 15) 

ll1noy n5;) h万α4 昧漉碍 大雪

lnni;y n5'!J nαy 昧漉乃 小T写

890) h1l/.ijy n5'!J 1('α 
， 

昧波瓦 ;o-rt泊

10m x'iiin 倫痕 風起 17) 

fο?n]Jα'll 倫抱 風吹 17) 51) S. fau2 <<吹い。

10m ma 倫馬 風来

10m hay 倫害 風息、 17) 56) 

895) 10m TtJiαt 倫碍 大風

fοmnαy 倫乃 微風

fοJJt γ5'!J 倫隆 風響 17) 39) S. r'3;i <<響く芦口

lom p'i Pαn lmi 倫慰宇醤 旋風
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10m hnauJ 倫間 冷風 17) 141) S. hlla'io 4:冷い~

900) lωn yen 倫印 涼風 17) 140) S. ym <<涼しい >~o

10mχarn 倫附 風;晶 S. k'am2 <<、過ぎ.去る》。

l'α1χum 阪痕 火起 35)参照o S. vai・《火>>0

lamψαt 且陵 貼火

'IJα'i da9 思制 和:火 35) 6:m) 

905) 出5γun 思冷 家神 59) si・o<<耐1)'0 291) riill <<家》。

80 p'ed 思噴 廟神

80 Pαdm  思八社 門市申 S. i'ad t万《戸 >~o

p品 t}a'l[t 布且 組先

p''U 7dαk r:nL 聖人 聖人

910) dαy 80 組思 山市申 72) 59) 

，<;ud dhαm 素坦 ノA泊ト、ロ~

長rudrnon 素例 念経

'5k 'WJP9 N1A允 出城 7，クザ《賊>>70) 'Jl.: ~出る》。

χα'U 1.1γO?J 言語允 入城 わlU<<入》。

915) U(/it wy:J"!J 訪允 城外 684)ゆい。〔背諜士会t引のと謀る。〕

n5k 'wy09 乃允 城裏 685) <<内、

1/，0 'Wy09 賀允 城楼 289) hJ <<捜予

din似'YO'!) 脊允 土城 92) din <<:f:>'o 

lid wyo?J 李允 折城

920) pl:m 'U'!P?J Jド允 攻城

fω'/l 7A，'y:J'!) 字允 守城

d'Il 'lvy:J'!J 調允 宥城 411) du <<見る >'¥0

11'!P!J 8'11'!) 允;丞 城高 681) su'!J寸百l，、)'10

:t.:Y，'J'!) da'l[t 允且 城低 da1Jt <<{lh、p。

925) k‘a?J 'wyJ!) )~~允 城退 k'a'!J (<~議 >0
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ban 捜 塞子 日.ba的 85)~伽《村弗II)\()

baJ/， 11，汀α{ 種目!l 大容 !lIlflIく¥大:、'0

ban nαy 賢乃 小寒 11ぺl'<<小P。

pla'!) 'wyJ'!) 不令允 修城

930) lc'a'!) ma 11arp， h打α{ Tk包雨時 江えを 71) l/la lliiグ /;i7山《大Jk，~T下o l'ii，7) 峰、。

χam ma na'l?L !uia?: 四It己南碍 ;品江

h1l.5'!J 1Cαη タ5k li.~挽部 東海 お8)!t IzJ'!J <， t1示。 (72)7l'fll1 '.11.'ζ束、

hn57J tα'z 民主夫 市海 (74) tai 

lm，59 hno If~能 北海 (75) !tnlii <<~t>>。

935) h1l5'!) wαn tJk 波挽奇 西海 G7:3) 70a11 t:;k (¥問、

ん1I5'!Jluk 民l{!功 海深 701)川《深P。

lm57J tiun ill心~~l定 海浅 700) tiiUI寸君、

!tn59 ha;) 慢さF 海乾 fiO:1) !tdヲ《乾く》。

た‘a"J hn5，~ 日{涜 海遊

940) pa1c lm5"J λ濃 海口 u14) ja'k f(口>>0

mli 11a'm luk 一己片J軌 羽深 87) 1II!i 17匂zιrlIJ:、。九il.''iO!)。

川 (i nam 宙n 一己I有企 何浅 87)， 700) 

rj，a:J pak :!fj¥ iI~ 口

nα'f[I， 1IJ'!I I刊誌2 J.Kf1長

945) nalp， tJlc frJ'in JJ<.吉年

nam t'tI'J fH兎 JJ<.泣

nam t'om 時J存 Jkti~ 

11αrp， .1YJ1/J 市姻 水急;

pa叫ん'lJl， '¥'[1宵 石13足

950) JI'a hl'in ~~rT子 石板

bau '!J()J/， i l巴 銀研;ー (j 1:3) .1)iill ぺ鋭、。

k'u!) zaク hk賓 沙湾m
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?m'!) '!);;k 挽頼 龍灘 2:10) '!Jiik <<龍>>0

1JI.(I na'f!L 1In5n pla 也南現 i(ti也 118) ma lla1p lmJn <;~底、 i'lã ({.f!.Vo 

955) pa t';;n l¥.野 荒野 120) i'ii <，里子>>0 119) /，a !'iin <;交l~))o

p'alc .'l1{匂n f自覚ミ 菜i剖 180) j'aA'ι業予。 80);町、川([規>:"0

8U'.?n d5k 3平鐸 花岡 1(9) d3k <<花九

cαz 当寄 子

仔z 抱 丑 開(字 9(0) と誤iSo

960) 111α'Il J-:-t 
tμ~τL 合 959) と誤る。

81， 毛 gp 9(2) と読む

111αII 習 反 9(1) と読む

出αt 費 巳

ZJ 7Jα ffi牙 午

965) 1J/.iid 被 未

8αn 

γα71 老 丙

両ii.d 謝 戊

クαt 該 →づベ」

970) kab 去五 甲

dαb 脳 乙

γ11'αy 来 丙

'iI1(7) ~~ 丁

pllJlc fヨ 戊

975) k(ul 去五 巳

kJd 符 Jjを

γliJ;) 臨 辛

t a'11 主リ モ

ka 憂 多き
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980) giud cα{ 蛇~ eHじρIIF1Z・‘ 415)参照。 cai<(心》乃:14)

l/JIw gllj :克服 立す~1ì異

yit' ，z i cai 二tf李築 快楽 1，ji <-:ギ1・る円。 70S)心《好:、((//・《心、。

。αi(;/Ji'!J dyon~ 擁党柳 fllJ 1 J: 4:m)んい行いodti?) ，:.:Ju'o ({I'.i~， 1 (jl~l\o S.ω';1" 

川 '9rji dy;)?c 重量|長担!I rlÎl~!~ 4;~8) 1lt1'!J \\~~る >'0 di <d'由予，日.dt 1• 

985)γαlc kαη， 刺幹 濯~.t-，lf 4~5) rak <<~愛》。

ya'T[t 1mαk 限納 敬;荒 4~6) yiiゲtd技寸>>0 717) !;1l1必、;京い》。

yαu lclow 吸顧六 {程↑白 4~4) klúrυ<<!~õ ))0 

si.i7J kαn 謝幹 商議

cwob lcα11， 摺柳幹 相随 育課 (99'1) と謀る。

990) yyo?n d'日kαtt 眼魯幹 相手子

111ì~α11， 陀J 設i虞

fiak cα{ 雅泰 !J.!J心

γαb kαn 東1]幹 迎接 4G~) rau ki7ll <(迎へる声。

tai dyow kαn 築幹 相逢 óai・《行い。 dl'.?7，べ共~:: )>0 kOll (¥相hl二)>。

995)γ5rn kα11， 興幹 合同 454) r3m kl7ll <<宵ぶ>>0

b(j'!J cαi 蹴業 歓楽 4~0) b'I?) cai ((喜ぶ戸。

bαi 8ff 擁蘇 奔望

hnw'!J lcαn 15f幹 謙譲 4:18)知的《誠る :>0 l.'!lll (，キ 1l!/~~: /'。

Lα'll han Inr: 不見 んu<<否定、 41~) lUl1Z <(見乙》。

1000) lwn la 行列 So了 !il <，完了詞》。

ll1Hα11， i羽 堅固

γ'ii， la 麗列 省得 41:3) r，ル《知る >>0 ltiι完了詞》。

fα'Il du 字智 右守

k'you 1mα'!J .'3沼 欠轟匹! ZF-F グl'.in<<苔く》。日.k'i・叫んJll!?) S辺 <('jと。;宝物、

1005) la kα11. 列車全 相換

pl5?J kα'11- 畔幹 村l，~
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1・lawka1 告幹 相 侍

cak kαm 乍幹 相認、

jy:no ka1L 拍幹 相 助

1010) .i沼7Jkαn 幣静 相 宇

ptid pt{5n 1聾噴 差鍔

'1ltnγIf ゴ十瀧 間知 414) yin <<聞い。 41:1)r万《知る >>0

d<ι ・日 *麓 得知 dai <<出来る >'>0 41:1) r刀《知る;~。

ttamγ刀， お1躍 訪知 418) t(alll <<問J、九 41:3) 1力的Hる》。

1015) 11'an plo"/)χ{5?J 挽崩求 求!民 490) 川Ut<<;Jとめる、o113タ《開へる F。χ砂 ι物声。

州 IUh川乱 挽lf 求見 412) hon <<見る》。

du luw 窃n :否兄 411)点 4宥る )>0 412) hllll (，見る :ho

A辺 界1 使令 A窃《イ史せしむの。

l'α!J 9αm 倣敢 11民従 45G) 川:?，:.:'a1Jz 民市~';¥。

1020) bωlj匁 ρa1[t 十i准敢 不准

Ju ya1[t lli ~rl敢列 准了

tα!J 80ι 杭饗 I明白 27) ('勿《明にか>'0sai (~明 f;1 >>0 2o)参照。

1wb kli 納品古 交納

t'lim nαy i??添 481) t'amι添寸る、。廿謬 [}JJ欠。

1025) t'11・:J!} nαy 台JJ 減少 482) t'寸《減』よる :"0

}J((，t my:Jn 丙免 米完

t51/. 'a'll 民奥 捉全 'alt <<とる >>0

9flvtww t・， 奥1R 全性 '(l1f <<とる〉、。 7ル7iべ閉める、

ple' Tγa'!J JJUWf: 話E吠・ 479) 1ん，frri'!J守午る Fo

1030) l5b 倫 81誘

'/{'α r11'α}I/ H~被 説話 れ，a <<;誠"、二‘~\~'O j.f切Im(<fシi百:1;;、。

1'!}:J1/. 11α 験日 F34設 七)')1/ <<;:~~; >'0 7t"1i (<説:、:ゎ。

出沼bv:a 色l出 侍 J詑 J伝;， ((侍“い。 τoa 定J)。
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百α!Jgα711， 主主敢 分{，j- ぷriJ!Z ((事、

1035) t'u" ni Ham 到此 t'li'!) <<J~~る "'0 lli 'I;ここ、口

ga'l!l di 敢す三 女子事 401:;) gri ~Jt <<事、 dt((好いと。

pad 川川 入米
J行T屯王日勾元E主Z 

χJ!J gαr(t 71~敢 物件 χ7ク4物予o/:riJ!t ((!Jc、

t'iim k'iiw 九:葬 容ll!j t' al/l 仏間ふヘ。

1040) t;JII， 1・ak 立生む11 版本 19~) lai.' ¥(民、。 :!ll)んIt /Jlili ((日To

plan gar(t (!三敢 分排

kla k'a!J 石毛虫 同13艮 471) /.:Zri ，0'aク <<~ill ~ 0 

p'ft 'JJn f~翫 1・芯弱 '17:1)ワIII<<弱、of'必《人、。

T!P!J di 内Jff 公m 4 ... W) ~")'!J υF ら予o ，u ((好し、》。

1045) fakグartL 1Li政 3f言 fu (<~i すj>o L~aグZ 也事、

fak H'ai lJ~茶 '15留 jrik (，寄す;>0 "i.t'ai (~留める》。

fak 'Lca!J tL放 主放

luんdit 羽目 持u埜 701) /，;必~;深い》。ぬ《見る戸。

ん‘αddIl 市何 考試

1050) Ja7J kwan 五tSl 精熱

ja!J pla， 立 f~令 古Ef

mi plJ;J 業幹 耳長l明

ja!J la 車:列 合 f

ba'll.Jαy 17章 不合 /Jt7lt ((再定万。

1055)χan '.!αηz H敢 答庖i 4M)χIlft ((臆、ogriJ!t ((事、

γαk .sa 脳紗 侍奉

グθ川 lc'a'J 腕康 保l祐

yIl' da!J 育来 関H院 yj/ <(有る "'0 d，めI (( a民》。

105Y) t:J hna kan !lit;車内，;t1= 4・IIl~' t./ \\関する ~)o 50りふIlii<<[}針。ふlIt<<占UJ{:に30

朝一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 円
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第 一明 酬 蜘 園 田4・ 音E

百夷館来文

次に点作文庫本による来文三十過をナローマ'1':による榔寓によって妨げる。百

JJP!?ぅk交の場合と12h? ここでは原則としてただ八(II~nのみを以て 3かれてい

るo (I'I‘必(似j詩可出r行E?υ{うk交には r中iド1問交をを?そのまま}下Yi長交，寸;下:をを?もつて潟しTたこものの捕挿a入

カが1あつfたと)()本;{牛本iイ4卒本↑半ド¥h三b三斗.ヰ手杭品におい-c，はま? 時にあらわれる rt中iわ1閥11治l丹tのJ訴l丹;Lυli川:

!千千tド:をを?もつて;ス刀示J乙弓示JβI式とト-す.t0 オミ交を7合むのは東洋文Jtl{本である O

各通米文の誌における iL治名の略示。

S ジャム首長 L ラオス dI3

A アーホム話 Tn 黒タイ iI長

N ス : / Jtf D ディオイ III丹

pp 八百話

東洋文庫本草夷諸説

八百館来文

Sh シャン J苦

Tb 百タイ Jft

P 百夷話

八百大旬軍対立慰使司差タ|ミ頭目板官乍乃諸藍脅挽等只喜子字文書秦

天 ~F;在失nil(我奴蝉交方物来進廷路上行了二{F零三筒月縫件到

天51怖感排{!}牙象-_.....隻母象 J 隻金銀象鞍二副新和;紙索二{康来謝

思求iiJ-;温帯照依

太粗大宗主王子育時輿我蝉{史.大小lifi白人等進依使盆

I 
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ノ喧9が nAFW1) ta t刊y戸y:m羽n1王口刊Wl九

八 百 大 旬 耳 寧E 民 J立ι.工f 慰使司遺はし予来|い4る主岡 板

μn r"a1lt hnJ na.y 1弓iftSl 卸 and a，' /t/.そy1) XUtJP hJla(j-su7 

行牢諸乃藍習挽すべて多くささける文汗
、、、、ーー一一一一一 一-司一時~

Cau' lum 'li"a' hiti rT/l 

¥一一 一一一一一一 ~ 

天 !~l '，W tliJふせ しむ 知る

δわ伽3刀Jμ川山/')日め pかμμピaz 町 /伊'a11引川(

年f
'Yj'" 

/ g刀 k'"a' 'au-1}(jゾ守k-m"a sin 

殺虫x.紳もち -Jj物来る fil

~.~目

c!air.) hwai 

タイ U:¥:の]奏す

ku:g内)

L主

/ cl"a!) 

道

を['"の争J上f上:]1行Iく(う完己了)ご 61年ド lと:[零] 三 箇 月 漸く Ci泊I品立υlミυ)辛‘る

αu' l;υm '1I"a' clzt.t川 ta!) da/o J可-μ，，? IIω(j toτVJ守'!J-puiy1/仰伽お)/品p均 ln)
、、ー-./

天 皇帝 虎整へる作る象雌一頭象雄一頭 鞍

r万ψ 'aJl nUf.:J C万伊勾13:J:;on 'an IIUl'!J hm.ai dil'!J伽 Jl χJ s3(j t'tTin17! / -mã t.~) おじ

金鞍一 戦 銀鞍一新しい 7よい械来二{保(量;jliJ) 来 る 訓

h!JanH))τu万lZ k'J'!.O)ん1Jlwokhrow sみ'-ra!) tam bit-ran'!.1) / 

¥ 一一 _/ 
思望み乞ふ 中Hf~ 頭帯形依る，従ふ'l~!'fï 来

冠帯

PU cau' lum 'ii"a' l}J cau' l;ωn '(ノ石川)mo klP') glt k‘万 ， au mlJ 'Zvai'2J) kab 
¥」←一一→一一一一一一一--./" 一 ¥一一一 一 一~~

大，(1[1 天皇帝大宗天皇荷 時に，劃して我奴稗もち泣る(保つ)護ーる

n"ab bak mlJi5
) んltt hFzai 1lay nay mo，' pyai cl ai rJn clゅんlfi:γ

家護 る地方，岡興ふ，せしむ大小 頭目 奴民タイ[八百]人 等

〆a'-1ZaJl 'i.1a:J garft'2ll) da / mu.') l'ゆ/547jsioddSam. 

すべて逢奉ずる数百便ほ ー百二十七葉

ii主。

1)雑宇(111)に八百 mo!)仰J.9jyJ!) hmai (獄fAj整主主)とあるが，来交では以下すべて川内

jyJ!) hrnαiと記されている D 玄.南省から印皮支那宇品にやや民く見られる 1n1J!)をjtjjし

た地名が， タイ諸liltで<<~醤，地方》を意味するととは周知のごとくである。百夷iiJJ も

同様で・ある。 .7yJ!Jは<<城》であり《者¥)rH>>の意味で， hmwiは《新しい》の立である O

2) jaiはシャム II片jα♂<持jα比 <<tosemb>， ラオスIltfsai， シャンIU¥:saii5 に釣臆するlHtであ

るぷ <<j~ る J立はず，沃j立する》。

ma は，木来《来る》の;立i床をもつのであるが，屡々複介動討の?X~二提来として、添加

され，本動JIiJを一或る方向に修飾する(動きもつ品。一つである。かかる{動きω ma<<来
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.(，) >>， pα'i <<frく》等の----}!j1のlili-JriJは， タイ諸liltにむいて共泊であるとともに，また共

)， /. (L ~d;F!l!，(1) ， i r' Uli]の f~flJの仕方にむいて， s;1 <支那iFi賊諸litL全般に並行した現象をi認め

ねるととが~むきる。

3)日 lIa.'/，L. na.'J <<j~人，長， 1}百九一般に ωiじur>>の，むに使う白《地方>>(mJJ!J) の<<JiJi

I1 )>伽eある O

ι) rJ(1，1 <<ずベーと>>0S. rJ(げ， L・tja，10 lday<<多い>>0S. hta;ゲ《名い>>(また線数を示す)0L. 

ta!J [hl匂J<<多い~

会iI;i干して<<.......，ペ宰(百三)>> な D~~lt:-rる白

日)イ:*〆く['，げる，治ミ泊、げる》 ω1(1であろう Q 日./，;'似n:!<!.取りる，.1-.H，-よる>>Sh. k‘un:l <<}/， 

る>> rr ド《判~U- る》と rì':~\ {I ¥した。

())タイ lilt，すなわち八百liltで書かれた文書のこと a 形容rl1iJが後にうくタイ Ilii:(1~，中園Iilf

に到するlilt順上の特性が見られる。

ぺ(I，irf，Ufでもシャムi;lIfと同様に 1mα'!J1:5況に《書物》と《交守二》の雨義がある白雑'子で

は， 3':U) hna.1 8i沼 bαb<<;r~>>， 342) 1mα!J Sí辺<<'子》の1~~}}Uをしているが， 止七の来，交に

むける hnα!)8伝は!りjらかに I!?，文書を意味ずる。

7) h沼は， S.h沼2 で《興へる，献す"る》の意で、ある。此の夫f見は《以'Fのととをf切ると

とを犬 r;~'Î廿に献上する，印]ち以与ドのととを会uつ℃裁く，或は知って戴きたい》という

と主である。従ってそとから弧く云えば《以下のとと在会fIらしめる》という立味も/1¥

てボる。 (i~íim1<!丈 U，注 1，参J((~o

対 'all" -ma <<'""-'をもってラkる九此の f肢の mã はj二~f~;t!: 2)のそれであるが日的，i討を左

る場合は，それを 111聞に挿入する。例えば，S.・((/uhna!) "，iu len' ni~ Ina L'IlIl lW!J' si瓦F

len' niヘ 川a]<<.lltの投物をもって来る九1..で αLl din品川alw'i [αn din so' 川 U

haiV
・
J<<鉛筆をもって来て』ドさい》。 χ5!) は <<~i'(624)，物(625)>>の意で S.k'5!)に首

るが，jakの立は上くはわからない。雑下 496)χ39Jak <<む物》の洋に従う o sin kug 

は決，itf. [u・夷litfsuang kong， (楽文 I詰9:)参!t¥O]，であり， とこでは《ぼは方物をと

粛し5{<!り進両ず》と動品として併さねばならない。

9) ~ã!J bJnの bJnは本-*<<----の上》の義で， f漠Iil?の路上のj二にIlt;る。

10) <<完了をノJとわ。日.lauP. (<<行き終る》の:fま)0! 

11) S. pl匂 <<theencl， thc top， puinりであるから《二年一杯》との;患になり，潔l抵の《主宰》
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に営る。

12) daiは動討のlVJについて過去を示し動討の後について可能を示す。此虎では過去の場。

合である。

13) cJ，況は場所を示すのであろう S.rji1 こ主JIffSずるIiltD文章は此!誌で切れるべきで<<や

っと天皇帝ω虎に王った九

14)此の daiは《可能》であるo 12)参mt。

15) tcげはnt1Ltlayは堆，を指九 -FÆkに1先決がある t01C に|却しては， r'i.~mì'*-~ 1 

12)参J!日。

1 ()) c(i 11t-15!Jはカンボヂノル l況である G 寸法》を立n-tする D

火に rar!~ 'anと<<1持》を繰返している q

17) S. p'勘九L.p‘沼n'イIî類に 14jJ ずる [i::山jである。(J干たくて l~.与し 1 ものに川いる)白

18)此の rnaも 2)8)ψ 川ι と同じで此匙ではやや長い目的rìl(-~とともなっている。

19)漢江丹《謝恩》の借JIJ0 雑'子 7(8)γab X((ã'f!~ <<湖沼>)がある。

20) wa凡は《望む>>0k'Jは《乞う》で《乞い願う》の意。 S.U'an k'5. 

21) bu-γanの立はよくわからない。 S.bゐ-1官n(P. S. ftr J1j;HD ((怪い， tfj式の》に!宮司=るIilf

であると忠われる故に《待タ~>>と持1Ft し ， tarn ((従う，依るのilllり》と合して《出

来週りに》という芯:味に解搾した。

22) pu (( ]fui父>>， bJ ((父》。

23) kaは S.lcaで興格を導く前置詞である D

24) ~vai について百夷館来支 115)参J!(i.。 此オしも.1二に，iL3した maと---jMの而jであるo i支

訴の《住》に;守るD

25) kab nab bak rno!J となっているが併し件ない。漢文も快ri宰である。下ω米交 IV~こは

椋の文章が見えて，bak ban kab mrf:JとなっているQ 漢文は《護守地方》である白ま

た来文Vに kabban kab mo'9 とあって此れにも:f11'iZ"ずる漢文はない。

中で来文 IV式J-);jEしいのではないかと忠われるo ban kab m09は《家 (ban)と (/cαb)， 

地方，園(mJJ'9 ) >>で漢文の《地方》に岱る。従って bakは《護る，護'.)!ずる>>立味で

あろう O 来文Vのものにはその動品がない。これだけでは家 (balゆと (kαb)，地方，

閤(川O!J) と(初b)，の意味と主主る白

今の来文のこのととろは次の如くに改めて，後与を侠ちたい。
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b(l)~ ban l叫ん mo;) <<家を譲り闘を護る>>， 

bak ban llU)jが b:lkban bak 1nII'!J ~C蹴1L之されるととはタイ諸rliì- ~ζ雄々見られるところ

であり円夷Iif?にも，此の来交で、も bakms!Jとあるのをそのままにしてむきたいと思う C

2G) 1吋グa'J!L迩依 765)'/)<αyは S.vα'!J <<問く，服従する，蓮華奉ずる》で g{up， は本来《言

切r~，教 ffa，秋》を1ま味ずる。(日• [l'α'J!L)口八百IUf-eg証明は!ゆに《例万の意味にもなる 0

2'7) <<--f'j二ートヒhυ とあるのは， j;，~そらくとの来文の整理番枕にすぎぬと忠、われる。

諜

八百大旬市民宣!誌使 =~ïl は， 1ft目板官学，諾乃脅挽等をiiZはし来らしめ?夷文

il? を).N~ げ突して， 天j弘;λiげ千情庁の{御』企却2官p問にi述主ぜしむO 一一

工宍:仔んカが;l-tたごめ〕途路?行J:¥こと二f年iド三イ有f三筒月途に天兵主H静在カが1御ところにに:芳ヤ:冷る。

!日[等]J昨象叫[， li.i~象叫[，金鞍千銀鞍事rr しき糸t:械索二僚を整へ得

てう~ 1) ，天]尽を謝さんとす 7 請ひ願lまいま， [天皇悦〕大粗大宗皇帝の御宇

における一倍例にならいFMUlBとを下賜せ・られ[もって] I~i [等〕をして奉

じ還りて D立カ汀地方を守護しy 大小頭目八百奴民のすべてをして敬旨を遵奉

せしめられんことを。(一百二十七葉)

老拙宜慰招撹章奏

天主情知g丘我奴牌fE班(目乃必等、?it方物赴水準):i-

天 f出荷!望

天弘子庁牧了議我奴M~述夷的心地方少千f的只泣段ぇE紗雑今臼備銀三千雨望

聖日27管事人民不要禁約買寅{更盆

II 

MO."}jw万 Sy:mhwi Calt 1ゐlia(} hwai 

老描 ~/r:慰招撹章奏す

qffF fumぢ.1) Itztt r刀 /g7i k' ei' jai 11み仰の MIYti JI a.") Itl砂/'仰 fa，") s勿
¥一 一ー/'- ¥一一一一一一--./"

天皇帝f A1ふ知る我奴紳;ijまはず i項目 乃必 等 も ち 象 二
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107ωV 1l:Jβ:J rすよl1d♂吉)si Iん'zlaどam，がt♂3め) / gr凶O!)，:j弘/z

頭角 犀四 本 器共銀器J共も金物 (最討)行く京准瓦

F犀ド角 銀器 f金金器

/卸'aJt

E望む

Caz/ lum cau' 'u{i'fi) yi， 'iJlーピ刀(7) T‘')IJW 司 τvai .'iI71 glI k‘a' klai clai 

天皇帝 上くよく憐み見る収める(保つ).;'ri';Eる終る我奴舛 i速いタイ人

ti cat') / I.;'a' ban-mo，1J 1Zay 11Zi ti cl au t'刀止め rl1 t3Jl p'Ut!l 

II甘心 奴稗地方少い千{る I'lf.J 町fL 只正に[布の範FI3JL4] 疋(景 ~il，J ) 
¥一一一一/

段

ra s丘7花ira 1々0) b(ωピad111 Itaヨ1.;1川1) !a.，クJ初Jl 、“mpρμlt初Z

紗 雑 f1時l咋‘干?此より 整よふ、銀 三 干 ド耐14 .~拠li叫i込Lよふ~.為"寸せ士しむ遺遺aはし ;f J く

今

llay mo!) RTt-.J'lt!) r3m -kan1 ゴ J~l 司 ， -mltl" 、 I~) RTt ご:/.万 ;..'Ii I~"{? 1JZ(i11l /τt必Il

顕日 人:fi不f1j~平ずる ~iJ~に隣遁(護~ずろ)人名目ふ釘して奴枠たる 望む
協定ずる

ι:au' lum 7.la' '?id万五15) hz万 ta!) .t(a.;1 rJ11 Jlan pan cJ s刀ls) kin y:> 1tWn IIIらn17
)

¥¥ 一一一一一一一一一一一一一一ノ/ 、¥ ー ← ./  ¥¥  /'  

天 皇帝 翌日』興ふ整ふ }H 人i'!. (否定)欲す 禁約彼{門(ら)

gω Xay dd / mu:; ray sz sUt. 

n 貰使徒 一百四:応
、、山一一一 ~〆'

文J;)

五七。

1) ラt~ 支各廷に見える cαII lll1n '00，' は《天IZ帝》と語fHしているが， その!ボ;誌は 0((1"

<CE>>=S. call~ で<<帝》に首り ， lωnは S.の lllln-bα-li，lll1n bi-ni (pali dif)で《悌

の生誕地》を立味するo va'は云うまでもなく《天》である白

2) n:J'， S. n5， L. hlω [noへ]<<角>>， radは， S. rad <<rif.>>。

3) S. letn1， L. lem に苦JJ.f11{ する形で本，加，~・，鞠(牛車などの)，同(斧等)校(刀等)， 

の漢語と同じ種類の註詞である白

hlーと fーの封肱は後mi参J!託。

4)χJ'!)は《物>>， 仰は1..では一般にやす拘にでも 1~1- し得る量三IiJで S. では漢I況の伎，保，

*51&， nに封臆する物品一般に}甘いられる。/'Uはその義不明で、ある。

1~î漢交で、は以J-~の種々の!献納物の列挙を避けてfiî.~こ <<jj物》でほ替えているo 此れ
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は来文一般に見られる傾向である白

日)此の tli<<行く》もJ:の 'αuと闘係して 'au......tctiとなる。

6) Call luυl rαIl va' とあるのは設協で Canltl川 va'とあるべきであるD 以下来文に此

の}fbは全然見えない。

7) S.・cndu <<憐れむ，慈悲をかける》に劃感ずるo dilはもともと《見る》の;むであっ

て， fdtliJjdyldf見のffJJこIt;:;るわけである。 yi;)はその修怖で《上〈上<)>という意味で

あろう u il，J此の yiJ仇 du<<可憐見》に封ずる漢文は，此の来交では .~tkけている。

約)<<上くよく憐み見給びて段々が心底の刊をみそあとはしめられ，在収し給へ》の;ぼD

p‘.ゲJW は daiti eai l'こまJずるものではなくて，進エミ~C'j討するものであろう o T1':i探すれ

ば《牧めて我々の心を長ぐする》と解締ずべきととろ。

[}) <<少くもっているのは只~のみ》は《僅かしかない》の窓口戸uは S.dα111<<唯，只)>， 

t'i(.kは S.t'u1c吋E.しいものは， ii]jミりのないものは》のJU:i此で，そこから《正に，印

ち》の立として使われている。 u~，に八百 liltにて<<jE.に・ーすべき》という rt' 岡 Iiltの

《波》にあたるiif?に使わオしるとともあるD

来支 IX参J!日。

10) rä は;J~9l'îされて《市》のi立を示す範時前となる。 t5凡， sa lJ'いづれも漢'1i/f iJ￥らの{l?

mである。

11) hakは<<，......"上り》を窓口友Tるo hak bad-niとなるべきととろであるが時2問則前は泊

?51ffEをするので此成でも bαι叫ん6んとなっている。

12) 雑~Ì: 454) tC1'Jm. kan合， 995)に γJmkα凡合同，の諜があるが此の場合それとは少

し意味が遣っていると忠われる。 此1誌では <<1t1怖の協定》を云うのであって S.の

γJm j;im <<協〉立する，手11角!f.-;-る》に岱るものとして角f(:f害した。

10) J(t・，-nda/'は S.μ.lJ ~ctJ;たり<<功円えする，大事にある，議選をと護法ずる》の:~味

をもち， 11:に <<1時j握》に釣臆する。

14) <<踊[-'1 Rιya9 を沃遣して[悦格~J 協商せしめ，彼をと護法して(此の句漢文快)区等に

釣して[上iiUのIilIを]1Ziはしめる》という ζ と。

15)此の原義洋かならす言。

16)雑字 483)CJ 欲， 484)ω 必要D

17) 11凶 n彼，百夷』iltmω，川ω は漠，Uf"f門H であろう。合し℃三人橋槻:敬をなす。
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課

老描宣慰招撹章F 恭して天皇帝の御聞に淫せしむ，

巨頭目乃必等を遣は L ，象二頭?犀角fJtl7þ・ 7 銀器，ィ(辰吉R，等の物~粛し J;く

に赴き進Jt-ti"しむ。 願は〈ば

天皇子r;よ〈よ〈憐みy 費牧され給ひて，~等泣境夷人が心肢の釈をみそなは仔

られんことを。

mが地方段7 疋y 紗7 羅?まことに少L。今よ h銀三千雨を整へ?頭目 Rみ

ya'!)を泣は L協商せしめ，R万を護送してE〔等がために宍イ.jU-t:tLめんとすc

阪はくば聖貯を〔戴き]人民佐整へさせられ?彼等が交易を禁約されざらん

ことを。(一百四葉)

孟良府士官知府刀孟紅差来頭目招八人等奏

天皇帝知足f奴牌依j陸勘合三年一文過千IlJ:高水縫件到京都兄了

天皇帝金面裳賞賜弁大経宴同去時乞賜

勅書1'1'>;束地方夷人不敢作7s奏得

聖旨知道

III 

llfo'!) k'on 'lJU dhlik kSn ci vu Daw mo'!) ka'!) j{l'I田初万 na)'1110，' Cau' pa 
¥ 一一一一一一/'

X.: l{ J{J ニ{: 1'{知}仔刀 孟 tI遣はし来る顕 11 招 八

r:m1l cla'!) hlay kwai 

人 等奏す

Cau' l，竺319F A仮 ru / gTi k'a' tam gat.n'2) li p戸己 kご礼ω川‘1加at叩nχpコ5必万初m〆 刀m仰似仰U;')μku

天ロ帝 E興I叫ヰいjふ〉知る 我奴牌 従Jふ、{例F列rj，了言?子←誌拡 il問11陀m可暗T型:部勘介 三 f年iド士 一 -J.'~ 

(mtll χ万m pan daJ' hlll万Jl 1Ult(Z trak-cai bau mi llab:l) / c勿 dai t‘;)， 

*~:~る過ぎる千山 寓 水¥破る心〆(否定)有る数ふ やっと(過去riiる

辛苦ずる
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ki:g han la 

J.)~ 見る('.-;1己了)

Cau' 111m 7!a' r万rfZ hna，1) / da?) 1'a夕晴wall so saJI ra-I号Yk'ub klTtbs
) j7i 'an / 

、、¥ー一一一一一一ー ー / ¥、町一一一】日司一一--'〆

天〈ミ帝 合同î，創作るぷる貸し給ふ fく H民彩段靴中n子 (~r[t詞)

註。

pi:g hβai h!aルルlwσ'!J rUtJl-pai mo k'i tl:J'!)・Im-t lどりY 司 ce閣 hlo，:l)/ 
井(及び)大きい問 主 腕り行く時乞ふ段〈興ふ色のある紙黄色い

、、~一円 一一 ----- ¥♂一一一一一一一 一一一一一一-/

賜る 勅書

， au mo wai ball mo;; ta'!) t!3'!) r:Jn cl ai bau g云nl!) ye' r万~I hτvm 
¥』一一一一一一一/'

もつ泣る C-f;{とう)地方 整ふ並べる人東[タイ](否定)敢作ず暴虐奏す

dai 

f写る

管玉里ある

:Jad n万 kz71 r万 / kau sib aid S1U. 

;空白興ふ知る 九十七葉

1)ι!α'll pa ronを招八人と漢字をあてているが招氏，八人という意ではない。杢部で頭

日の名前で， ron<<人))(355--358)のみを窓詳して人としたものG

2) <<服部助合のす葉通り》の:窓である。

3) DJ:諜 <<1Tへる (nab)あるいは)なし (ba'll，)>> で《枚患に泣なし》の意。

4) <<金のまわ<(天子の顔》のこと。

日)此ω dwi は~立よ‘でも可能で・もなく<<泌件ずる》の立味で品。て漢iilf 《家》が此れにあ

プこる。

G) 1'a-lay kub klωの諜iiltなし rliはギli実fiの範時制で layは《色のあるもの》をいい，

790)彩段の諜liltぁI;J0 kub靴 (551)，kl勾b中fj子 (555)。

7)此ωfα!J も (6)のそれと同じで《黄色い色のある紙》郎ち勅書である。百夷館来:文

III fi'I: 4)参mt。

8) g5nは漢'1m:<<敢》である。

三事

i五I~H:J{.f士宮知府刀孟打.は頭目招八人等を泣はしう|とり F 奉して天皇帝の御間
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に蓬什LUo--g-~等穂郡勘合lこ従ひ二~{F-~JYす。 Tlll高水を過ぎ経て辛i'iぜ

ること枚壌に逗あら守、?途に京に宇:りて天日活力:御符:顔{e仰ぎた!)0 [辱けな

〈もJ衣服?彩段靴， $'!f子357Ji:びに大i円安を賜 bf!}て蹄還せし際， U;~等]

勅}!?を?賜!) [[~i等カ汀地方に奉践し還り?以て夷人等が敢て暴虐せざる椋f庁理

せしめられんことるァ乞へり O

〔腕nまいま〕奏し得て聖斤に法:せしむ。りし十七葉)

四

老樋軍民宣慰使司招撹那!l文書奏

天主情我祖父件撫夷有功符{故宣慰解納722Tf

天皇帝金銀象鞍二副交牙象一隻白花象一隻乞

賜j面幣賓同護守地方便盆

IV 

M'o;; fwa kwin mi:g日y:mhwi si so sy=m hwi si1
) Cm/ lan 12万 Xz7lll hJl(i;;喝 SUt

老 描 市民 六慰 使 HJ )'( f日使招撹那ささぐ文 i!?

んτvaz

奏ず

ι"tlU' Iw1Z 'l)万I Imt f刀 /r刀 p万 p:J g:J ry:JÁ> 四 βrã~) cl ai mi k3:g / In7i 
¥ /  一一一一一一

プ'( I:-~ iii'I tfíJv~ ，. 生日る 我 iJill父父千?って.ij~[ ;J<.t 求む 夷あるユゴJ ttitふ
、、、一一一一 一一一./ 、、 ←一一
im父 撫す

tan:l
) SyJn hwi ta;; -tI3'!)j) ban mo'!} / td;; 匂 '3kn S'Wりノ jm/') Sin-l王11:g/ 

~となる穴慰整ふ並べる地方 整ふ II'1ず課枕干fI税近瓦

管王IHする ;v，!ff納ずる 枕

モm'IUJ竺ず "1ft" ta;; -dai rwai '!)c/) jct'!) s3'!} tow X万w lay jatlJ刀zu，'か'W / 

〉だ IZ帝 !起整ふ 11J.る交る牙・象二頭白い紋のある象 ~~ 

jワi;;pa;; l1ut;; tow ja'!) pfay II似タ 10τv("万m-13，r万1ft 'an mu， caJ'fZ-13'!) ~(jll σn 

~雌一頭象雄一頭鞍金鞍ー鞍銀鞍

mu'J / hmai dd;; nUllχJ s3!) T‘Utll / τvan -k':J hm抑止-hrows砂 'au mo 

新しい赤い械索二 疋 I望む乞ふ中ii子 間 帯もつ;去る

;0.; 
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7Uai bak ban kab moグ dll / kau sib plld stii. 

(保つ〕護る家と地方， 岡使徒 九十八班

設。

1) Sy:m 'n{'I 81， が兎複しているのはー設である。

2) J万(義は ry;;lc 11.1・6共に<(1tf求し，求める》であるが此1誌では《撫する》の芯;であるら

しい。雑宇に無L-o S.γiak ha. 

3)此の p(in，は<<，......，とたる》という;在日去で、ある。或は<<'"'"として》の;立にもとれる。が今

は前に h沼があるので;>Mir:者の意味に解来事した。

4) pl5:Jは《並ペる》の意か，詳かで‘ない0

5) ta，-'5んは漢，itf<<耕納》に伐るo '3んは <</11る，11¥す)>， S. '5k， L. '5んである。《整えて

lHす》即ち《納入する》ととである。

6) 81i10y (8. 8ωy1) <<課税)>， }α'/l (8. }α'u 1) <<初税》で共に《税》のととを指すのであろう O

それに営る漢語は此の来文にては畝けているが雑字 793)に《荒護》の課がついてい

る。

yî夷官古来文 I 註 8) で同じ <<l~殻》にあたる百夷，ìh ng仰 -kunの原義に釘して分明

を快いたが，此れも同様《税》のととを質際的な両から示。たもので、あった。うま

り ngunば《銀，金銭》のととであり ，kunはそれを《搾る》ととである。

7)百夷Ijltηgα，la <<交牙)>[づい文 I註 11)Jよりも明らかに解せる。

γ'U'al， は 8.k'u;aiに釣応ずる請で《交叉する》ととをいう。

8)屡々H¥て来る layは此の場合《斑のある，紋様のある》という意味か0

9)来文 I計 25)参照。

員事

老拠~tfI民宣慰使司招撹〕応力;文書を捧げ奏して天Jλ帝の御聞に漣せしむ。一一

Eが祖父曾って夷を撫L1)Jあり以て宣慰となるあらしめ給ひ[匝が〕地方を

管理L，1党を調理し 7 天;皇帝が御i詐に進支せしめ給ふ。〔同等〕交牙の象二頭?

内紋象 ~1悲し雌象一頭?まf~象--ÿJi ， 金鞍-，銀鞍~，新しき来[械索二疋を整へ

待た 90 阪は〈ば活者?をもち還らせ給ひ CI日等]家闘を擁護3れ給はらんこ
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とを。(九十八葉)

五

雲南八円大旬軍民宣慰佼司万撹那等奏

天皇帝知道我奴蝉人等受捧奮勅書金牌来進鰍到

天皇帝慮了望

天皇帝可憐見照例給賜新金牌輿我奴蝉便盆

V 

グE均3アeぞ勿例ωzo勾:')1か少μ3勿:')h例 σai t匂a t匂yJア巾吋コ

2主.商 八 )百"i 大色旬IJ J筑fC 1民亡 5丘'( ~慰故イ使吏 i河司 刀 撹那

ぞ竺伊 hwai

等 奏す

C au' 1ll1n 'va' 111tt rii 
¥ /"  

天 E;聖子百f せしむ，興ふ，知る

-
m
v
v
j一

戸
〆
'
t

一
M
7
 

一
:

ヴ一

2

7W
一

問

人

口
μ

舛

λι

奴

一M
h

%

。
、
ー
ィ
寸

，，，
f' 

品万1) 'au- A'au 

掠げもつ，をもって桁い

lay ce h!o:') k‘万b r万1tz / 

色 のある紙黄色牌 金

勅書

-ma sin pr31:忽 t'()，
* る 進 納 む ヨ ミ る

Cau' t.ωffFF〆1tt!ll / wall 

天皇帝 虎(完了) 望む

Ca竺竺竺タ yi:') 'iJl -du tam l{万1tz p!:J.， 司 kiu hmai l仰 -ral{Z A'll 

天皇帝よく主く憐み見る従ふす葉，例 J受け興ふ新しい!1キ金~に到して
、、、、、 一一一一一一ー ーー一一一J 〆 、、¥一一一一一一一一一一一ー一ー

イタ1の通り 賜ふ

g克正‘a' 'au 11ZO τvai kab ball kab mo.")空) dll / A'au si・bsttt. 

我奴縛もって還る(保つ)正家と地，岡使徒 九十五I~

誌。

1) L. ba-mif <<amcner>> に封肱ずる iiliで S. の封肱形は見常らなし、口此!長では <<H~げもつ》

~~草した。

2) *文 125)参加。 ba止を補って併特fる。
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諜

主市八了{大旬軍民33:慰使司刀撹那等奏し天皇帝の笹IJ問に注ぜLむ。日等審勅

}I?金牌を7捧げ3lとり天皇帝が御許にヨぅ:りて納入す。

販はいま天xλ帝よ〈よ〈憐み兄給ひてF 慣例の如〈新しき金牌を臣等奴朗1に

到して授け賜ひもち泣らせ〔ロカ汀家間~擁護 o a/l給はらんことを。(九十葉)

八円大旬軍民宣慰使刀孟光奏

圃畠圃，、

天 !2L情知道奴競~地方都{主的是竹機去fl:j ，:n 内忽被天火焼段本府印信白

知有罪今備土産走頭目赴

金閥下叩頭仰望

天皇帝再鋳降一頼便盆

VI 

11-10'ρ句 !tmaita ty:m kwin mi:g sy:m hwi ~i ~() J)訟v[md.， ] kzva!/) !tzvai 

八百 大旬 軍氏自:慰使 il"} )J 孟 光 奏 す

Cau' lum "oa' hut rTt / ka' 
¥一一 一一一一 一一--/

。万IZ mb';ク cla'!)-na' yii' tf) t'iik 
、、一一一→〆

犬 1;L骨 9iL点、知る 奴紳 地 方 す べ て 住 ず ， あ る 的 医 に ， rWち

んμ3 勿mσaz 是kl.五i勿.，3)

概[~木.の範隣時ぷ言制』司d叫]竹竹. 行く年 五 月に(のl刊に)忽ち 内りて 天 火
ームー 一一一♂ 叩 J ¥一一一--------
竹の家 去年

日 u ruy PωJl 'V万 f砂-cum(j) / hak r万 mi p'id7
) ba山 zi t21'[J din '必内)

焼 敵本 J{.f 印イii から知Iるもつ罪 時此整ふゴ tHる

今ニ1:毘

jal 空包竺fpμi 
遣はず頭口 行く

ro'[J r万1'fZ lum<j) 1l:Jb hrozv10
) / llJ.， -d汗11)

御殿令 下 耳目を酔下げる日貞 {月lぎ見る

令嗣 叩耳目する
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αu' 111m va' tay cu j万9 仰'!) hnoy dl1 / 淵'!}ray ha s[u. 

天虫干iY ~tJ.び鋳降一刻(畳言líJ) 使徒 一 j'j fi. :~S 

主主。

1')漢文の方では刀孟光とな0 ているから rjaH''1110:; 7~l l'ã!J 2:: hるべき正ころ℃・ある。 今

rno!Jを補う。

2) y'Il は《住む， ;(f.る》の窓口 (S.'yut， L・yu)

ti は漢iÌ百の"的H で cr~:詳) yuと令して《住んでいるのは》というこ，!:0 rttのnりを

挿入し使うととは来文中少し見られる。

3) rnai-は接頭され木の範時を示す。

<<mai-kl5;)で作った家》を云う。現ホでも北方タイ地方で多く竹製薬草ぎの家に人l;住

しているo

4) L. lutにあたるiilfか '1，S. 1・ib<<忽ち》 ω芯;に従うと 2とにする口

5) b:J は或は bfJの設か，或はその簡略形であるのか (S.加れ， 1" b加ピ't， 来丈 XVII参

JKOいづれにしても原因を現わすものであろう o

6) lãy-cünt は雑字 339) に《印》の認がある口 lãy はもともと《治る》の立の• lãy~) で

あろう Q それから上にJi;'¥見た如き《色彩のある>>(S. lay)という立になるが亦それ

から <<m::trks，dcsigns>> (S. lay') 正いう義にもあ:る O 此1起の layはもっとも後;おの;日

味で月jいているのだろう。

c'U1n は《浸す，染める》ととである。 (S.c'llm1) <<印を染めたもの》の立である。了{

夷館来文 15)参J!¥{，。

7) S. p"id <<訣，不正>>Sh. <<訣る，争う》百夷li(~ p"it <<~fi: う， ~1t を犯カ\-9' i> 0 T'j，)k館来文

IV 7)参照。

8) d印《土地，ごL>>， '(ik <</1'1る人<<:1:地カ為ら産したもの九日lJち<<.+.戸わである。

9)γ刀"J (S. 1・O!J<<hall>>) <<笹IJ股， ，~i'i問>> (雑'子 287)同 !JMts)， rar]'" <<<ti:>>， lllllt は《依い》の

:立 (S.tu川 1) で Cau'lu川棚Fの l'Uln とはその原義が同じでない。

10) lwb 1/1・()W <<J頃をさげてむじぎする>><dJPyfi-tる九

11) 1匂 は S.lc'!J <<見。める，狙う》ともともと同形であろう，此虎では tZu<<見る》と介

して《仰ぎ見る》の立となる。 S.d'Il lii <<見る》と同じ構成の惚介~jlíJ である。

j事
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八円大句軍民宣慰使刀孟光奏L天皇帝の御聞に漣ザしむ。一一匹が地方居住

するはすべて竹械にして〔ためにJn1~年五月忽ちにして天火によ h 本府印信ぞ

焼失什1>。罪あるを了知りて此慮に土産を調へ?顕日を金闘がj汗に行き叩頭~t"L 

む。

仰ぎ願は〈ば天皇帝再び一一票t'i{f>銭降し給はらんことを。(一了YJi.葉)

七

雲市八百大旬軍民宣慰使百]ft苦手字文九:奏

天皇帝知道我奴熔排件象馬方物赴京活文明

天!~帝牧了再:給賜

勅将一道者前途騨遊謄;イーf使議

VII 

Mo'J c'li mo'J iy:J.， hmai ta ty:::>!) kwin[kwimは挟Jmi!) sy:::>n hwi siぬ xi1ill 
X fYj- 八 Yi 大旬 軍 l~ 穴 MJ:使司ささげる

hJla':)帽 S1tt rJ ai hwai 
文 ~t~ 夷奏す

ぞ'au'ル竺ザ?Il'lft ru /ρ l:'ti 必'J-dai J万'Jm万， / X3'J-flik (Jai ki!)只in-ku!)

天 12帝興ふ角lる 我奴舛整点、作る象応 ゴi 物行く J;r 進瓦

τvan 

望む

ζ"au' !.ルu仰t仔1"/1， τ'lJ五'a'Tフ/.?τ卸v白 T仰oaz
¥』一一一一一一一…一向-一-一一一一一一一叩一一--./

天日守il ~文む(保。) :，'j.rt空け典子
賜 ふ

!?y cF んz;-;':) 1/ω'0 t'iun / 腕 hOJl-da:'l) ja"回以l" Il1il rli':) hrab'!) dli / A'au 

勅:汗 一泊(量制)興 ふ 注 道 際遁 :Wふ f\A~力運ぶ使徒九

議迭する

sib aid S1ft. 

十七 葉

註。
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1) S. lwn da'f) <<注道九

2)γll;) は雑~t: 54:6)にけj>>の諜があると、五く， S. I・a!Jに昔、1"臨する。 7trabは S.7tab <<運

ぷ》の立であろう D

印ち《懐))で運ぶ>><<護衛して運ぷ》から漢liliの <<[iftA.J->>にあたるのか。

主宰

雲市八ú大1aJ軍民宣慰{史~\il ~文洋を捧げ奏して天皇帝の御聞に注せしむ。

← l立等象，馬?方物を?整ヘ1!} て);(に赴き進支す。原~i は〈ば天皐ゾffj査牧し給ひて :Jfi.

び勅AJ過を下賜し給ひy念港牒j底し給ひ?胞H，Jし給はらんことを。(九十七葉)

八

雲南孟義金沙江小奴除目、六i1~~5毛細

天皇帝知道奴娩地方凶河水、花71.長)降Jr-TI・よも冷死無数;降

天皇帝進支部慌了今備象二隻錦四段孔雀)己八把望

天皇帝牧了使命

Vln 

A1o::; c・'a1Jlo:'J ya;;止III S存 ma/1・ai'(Z hiiaP) llay k‘'a' S8 1万k7ia'んτval
、、一 一一 一ーーノ'

雲 市 孟義金沙問:水大きいノj、奴枠忠六法突す

rL 

ι-:au' lu m 'z，(i' んt/t 1公 / /.;'(i' b'all 1JuJ・7Pd md-dfp 1l(if!Z f an jaぜ /'alt:n 

天弘 子il tlíJ~冶知l る 奴陣 地 方 [ A :lりて 1r1 水泥 j張 とる

yi! mi.g yänχ司~) bau 1lab / ' azl) 

住ず民法死(否定)数る とる

空w'lumマSi:1 ku.g 〆ザna' ra-:;r !a / ωd 11Z ta!} j(iO s3グお'W ban i註伊

天弘子甘 ;色廷 すべてすでむく(完了)時此整ふ象二頭喚く金

sz ra-t31/l 1l:J，1.: nuグ)fzta(} pad 戸 /τU仰

四段 応孔雀尾八把 望む

孔雀

今 錦
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Cm' lilm 7'(i' p~J'ク7v -wai tIl1 / p!1d si・bc1id SUt. 

天 r;!:"iil ~ I(む(保つ)使徒 八十七:~

白.A i
 

.1‘よ巴

.a
• 一ニ5』=一

ia』'
 
1) ma (f:):) -nar.n (水)で<<irわであるが hiiaiがついて吋ひ となる Q 雑宇 71)参照0

2)祝日I"o /¥ (Lìt~では雑'j: 9品 nal]'"nJ!) <<水液>>(S. na伊 1U!J<</.k.が溢れる>>)がある。

3) ([I.l 田・ ..baa ]/.(tbである。

4) ylin z沼 f克filtであろ，八円iil;では 946)nar[t t‘u別 n <<ノ:k~企》があり， 474) tay <(亡》が

ある Q 従って t'/L'OIltta!J とすべきである。

日) ，αIl 陶・・・‘sinkUD. 

()) S. I'ã.')~ <<-t r誌でて;t，くこと)>。

7) b(i川 <<11定く，湖j}I'J>>，ra1]'t<<金》で綿をと形詳したIt/i-， 1'1ふt:Jnは此のjjJ・4λ 錦、ノ)皆川とし

て{引くも ι)~eあろう D

8)刀匂だけでも《孔住》叫 t丸山知の匙時制で、ある。雑下 2tI8)以ド参J!担。

三事

雲市孟:益金沙江の日〔小奴蝉〕忠六法奏して天皇帝の御聞に逮せしむ。一一

[立等地方何水の泥濫に閃ちてお下死せる住民数ふるなし 〔よりて〕臣等進貢を

すべて打ち来て泣き?とり。〔然れども〕今象二頭?錦四段?孔雀尾八把を調へ，

〔進交ぜんとす〕。

阪iは〈ば天皇子庁牧納され給はらんことを。(八台卜七葉)

九

八-(I大旬己放宣慰刀藍那男刀愛孟奏

天:~t.iì官知ill比先71<幾年間奴朗1父象降冠幣管理地方刻字納差瓦今奴熔係是

税YJ膝談承襲今又古刺水等物I翠

天皇帝准襲使盆

IX 
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〆0:;jyJ， llmai ta ty:m p‘Tt !(ry1) りつ111MP万'w [am 1l(i p'万ゾ~y2) fJ(i7CJ 

八百 大旬¥人死ね .'0: 慰ヌj 藍那人12!1 刀

故人 見

[〆みに誤る]'ay 11Z0， hwai 

愛孟奏す

一
…
一
市

ι一
ド
]

F
H

一天
α~ 

hut 古

~~iL~" 知る

/ mo k:m?) 

時以 前
¥ー←ー/

実に

日吻 hb ti kan / /.;'(i' bJ dai jan 

永築年間 奴牌父作る降

hmwJk-hro7CJ say-1包， tli，'-〆ケ仮nmo， t!i.， '必 jai ku~fl) / bad llZ k''(i' 

中Ii-r- 頭 帯 ~I~~ 整へ並ぺ乙地方整ふ fl\ す iiEはず武 今 奴叫

jぱ 帯管理する 調納す

t'lik5
) tJn p'Tt-jayfi) / hl丘iJ t‘Tt!.: cl dJl-Xlm!-il / ι1d'l) ku.g仏，?Zt'rlik X3;} jTI 

~r~jl~tす説月 以後 iib:il;f;す重量職 [今1 瓦水 -r'j刺物

'ω/τvall 

(f1LM) 望む

f'mt' !.μm 'l!a' JU川 (1(2ルX仰みよ/川;)ray SUt. 

天皇帝 i賭襲職使徒 一行 :45

註。

1) 474) tay <<亡人 S.tay， L. tay ctc. 1)‘Rと合して《故人》という意になる。

2) jayはVH'J:一般を指して p‘'Itjayで児であるが此蕗では<<，t;.!、 jぺ》ということであろ

う。

3) mo <<U.J:)>，品川以前)>(S. m叫 α，k5n1
)，漢詩《比先》雑宇758)。

4) ).α'i kun=sin kun (進瓦)八百Iill-と漢jillの槻合形である O

日)此の t'Ttkは<<IEに -にふ-常する》のJ立で， Sh. t'叫 <<tobc suitablc， agrcc>>が此れ

に12る。 S.の t5.r/という程の立はない。

()) lonは S.ton~ <<fir叫 fundamcntal， principal>>にあたる t;JlLp'Ttゴayで《嫡 j七》の立

か，tonを S.ton <<body， sclf))の芯:ととるよりも上の如く俳牒したい。

7) S. h1α'!) <<今後，以後》に蛍るli任。

8) S. da'!) <<交特ずる，後を檎ぐ))0 雑宇 499)dfi9 χ川《襲職>)0 

9) bad ni <<今》の niが洛ちているのであろう D

10)雑千 456)va!J gã'f!~ 准とあるから此れは漢iiAである。今"帰"の宇をあ℃た。
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員事

八fi大'Iu]宜Mj:故人刀舵]JfSの子7 刀愛孟:奏し天皇帝の御陪jに越せしむ。一一一通

に永策jFrrlll:iが父辺都の下賜を裳札地方営管理し?進:廷をえ開示内せしめらる。

ノト!日正に(それカワ嫡二fに営り以後〔その〕職ぞ襲ぐべき〔もの〕な札今

，/パnJ11'<予な犬山'市に献じ，襲臓を許し給はらんことを願ふ。 (-~ti葉)

+ 

I11I113在民司刀三保奏

一犬山i't{j矢口ill奴陣地方街門白永幾年間設立五今不敏進貢今fド叉該年例差

後i尽此走乃的去京進疋望

天皇情11J憐兄早賜同還使盆

X 

ff必O(Jlu気1lk王引仰1竹w巾y

車早里. 軍 民可 71 三保奏す

Cm/ Iltl11， 7i(i' ん仮ゆ / k‘五F

天 iZ帝興ふ角1る 奴牌

ball mO(J rO砂 wy:Ji)/ hak nUD hb ti kan 

地方 ¥民主君 ~から永築年間

術門

3

F

/

‘、

一
向
快、、，ノ

u
u
F
L
 

'M

衣

川
一
今

ηu
る

れ

至

川
均
)
る

引

d

r

・-.

-
H
G
l
i
M
一・ず

〆
設
一
沈

止
め
一
川
M

Z
Z

、1
一

ー
灯
炉
内
¥

si n kllD / bad lli ti Tのノ t'fik ti 
¥、ー一一一円ーノ/

進 貢 今年又該営ず年

ぷー万1tzSτl/Jyブ'"a7t / pO 勺 Jl 11Zl) jai 'llay Ti5
) pai kiD sin k吻 τC){1I1・

例 課干n 肉りて如此遣はず乃的行く京進貢望む

枕

Cau' /ltm 'V:γ yl) 'ill-du jall-S::>(l) t/:J7}-lttU rUi-1Z-mO lli d11 / mu，' ray 

天 ';L帝よくよく憐み見る早速授け興ふ踊る法る(完了)使徒 一 百
\~一一一一『一一一ー〆・

賜ふ

戚

葉

一
概
一
一
一

f
M
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註。

1) S. 1・'/lα<<fence>>o S.の 4α にまJして八百liltの -01() は規則的に現われる。 S.t/l(t 八

百 to'W (泣討)etc.後節参!!{10

雑字 759)r01(，I-wyO;) 1可rlFj，Vc'YO.' は《城万のこと o

2) 760) Teik plc'i;) <<開設>>， S. dik <<bcginnin日， origin， start九 pUl;;は原義不明で司あるが

《戸支立する》の主主であろう G

3) pa;)は《快く》の立か。

4) (バα11" S. c'αn <<，......，の如く》。

ち)i'1り tiが焼。 nay<<sicur>>，来丈 1，;n 3)参H任。

5) jα/{岬は H早速H の漠Iiliか .Jαtl は S.j山 (2 に輩、H忠ずる《朝》の立があり， 151)に

mo Ja'!l 朝のliliがあるが，此れとは日Ijであり 460)に blαn速があるので;.u:t慮で、は渓

lfiltと見るととにする Q

員事

車Ffl.軍民司刀三保奏して天皇帝の御聞に達せしむ。一一一Iifが地方の街[tr]，永

業イド問に設立されてより今に去るまで進支を候きたることなしO 今Sf三叉納税の

{r.に営る O 此れに肉りて [ITiJ乃的を遣はし京に赴き進支せしむ。願は〈ば天皇

情エ〈よく憐みは給ひて速やかに下賜，蹄法させ給はらんことを。(ーI'i三葉)

十一

孟:〉iご府上官刀孟打.奏

天皇帝知道奴熔五年一又経過千山高水半苫無数方件到J;(見f

天皇帝如今I司還乞賜

勅書交r8J管京夷人使盆

XP) 

1I1o9 ti'!J vu dhul王 kjnpaw m!J9 kla'!J kwai 

孟 JE 府ご1: 官刀孟主[奏す

ρu' lum 1.Ja' Imt ru / k'a' ha pi 11ω，") 1王UD / 

天 皇 帝 興ふ知る 奴熔 fi. !q三一両

pU-tll X五m pmz day hJJZu.tll 

経る過ぎる千山 高
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万五伊 prak-cai ωu mi 1Zab / ci:; dai tO(j Ki:g han /11 

水 破る心(否定)ある数ふ やっと(過去)至る京見る(完了)

苦心する

ρm' lumグ/如d め/.1砂ui r1U /l-1110 tl]'1.) / k‘i jJl.1，' -hiil 

天 皇帝 時 瞬此飾る還る(完了)乞ふ授け興点、
\、一一一~-

今 賜ふ

H
M
G
 

，
J
h
u
 

η
J
/
 

H

ク

}
，d
~
 

，d

一書

d

一十

一の一束

''tv
、、

m1j・ 'UJai jJli:; -tli:;司 jJI3:;:1) r.1ll cl ai dll / kau sib s3.， S1ft. 

泣る(似つ)治む整ふ放 ぺ る 人 夷 使 註 九十二~

管束する

註。

1)此の来文は IIIと大路同じである。 IIIの註参照。

2)此の lelはその吠態に;去るととを示すものであるo <<蹄る[時に]至った》という立

味

3) ta!Jアlt.:''!Jは来文 IIIIV IXにも 1¥11たが(雑宇 769)管f1jl)， 此成ではそれに pel'!J が

複合しているo 今此れを《治む》として全慨を《管束》の立にとった白

諮

孟〉i:府二i二't'IJJ孟主I奏し天皇帝の御聞に蓮せしむ。一一-12等は五年にー又す。

千l11~高水を終て??心すること牧撃する能は'わ?途に J;{に宅り天皇帝に漏す。

今日降にJr吋蹄ぜんとすO 願は〈ば〔天皇帝〕勅占:を?下賜され〔[;1等をして]

捧戴し蹄らしめ?央人等をf策*~せ給はんことを。(九←卜二葉)

+二

ヰf.1立軍民立慰)J二三保ft.印イ言文書奏

天皇帝知近奴娩11止法方夫人進貞行主投州地方不肯熔{、J犬馬到慮都[Hj我毎要

人事凶此返快進貢望

天皇帝可憐見使盆

XIl 
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空1!.~ !Zt~ kwin mig SY:lll hwi pa'W sallz仰 XZUll t"ay-cum !ula9-su/， hzoai 

車 皇軍民完慰刀 三保ささげる印伝 文書奏す

Cm/ lum 'va' hili l'五 / k'ti t'刀正 治!ai 11Z0:; r:Jn 〆ai / sin kug pai t'O!) 

天皇帝 wる知Iる 奴縛印ち速・い地方人夷 進武行く;去る

kuI-chv bmz mo:; bσI! hUt 1/&:; hrab / 1/&，，1) ma' t'(j;; tIUt cla!)-na' tal1古

賀川、| 地方(否定)典ふ j) 運ぶ 護る ;.0 五る民主すべて !日jふ

議迭する

tTt c:J-sii r:Jn /:(aJtZ (;O 〆all-llt lUUi2
) !.:zud-hra:;3) sin kug 'Wtln 

我欲す 人 事 囚 り て 如 此返る i誤る 進瓦!望む

じづ7lt'!1I1Il. ua' }'よ::; 'z'n du tI& / kau sib kazt SUt. 

天皇帝よくよく憐み見る便益 九十 九 葉

1)本 来りJ>>の章。雑宇 546)，此慮では《護る》の立に陣す言。来丈 VII2)参j問。

2)雑宇 45g)nii凡退，本来《長い》の1ま， S. nan. <<よとい九

3)雑宇 458)k辺dlda'[)侠，参H官。

~"~ 

ltf. rl{ 't区民宣慰)J=~:i1ミは y ド/l伝文書を掠げ奏して天皇帝の御聞に達せしむo

---1立等郎ち法境%人は進i'i[せんがため].長州地方に:去るや〔恒等に到して〕

護迭を奥へやフ 〔その故に B:i等〕応を護りて~る民主医等に同jひ人事を欲す。此

のi吹に進廷を巡れ設りたり。源氏は〈ば天皇'i白よ〈よ〈憐み給はらんことを o

(九ート九葉)

+三

老髄宣慰{史招j賢那差頭目iBifI11・竿等奏

天皇帝知道奴~*地方講l>il(八百刀lTr整額不守j~皮常超人馬米我奴抑地方

擾害百姓不得安生因比差以目見奏

天皇帝可憐兄奥我奴熔{故主便盆

XIII 
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Jl，t;必d均フ]竺竺吟ヲ sy:::>羽nhw川isi Cαillμ" 1伝anna万ノ介'''aiμ11有砂ymo勿9san忌μ五:mr戸万邪竺竺竺空雪2:'hz九f包va

老描 1冗.主f 慰使招撹那遣泣禍はず施顕1明円 板'[白1了 g雫戸 等 奈ず
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}μ

る必
ハ

一
明
ふ

，
ん
虹
ハ

一
一
川
/j

u庁
m

一一

1

h
一
向
上

F
M

一天

白
L

Jj!J:;んf万ry bau. 'lJa9 

整頼(否定)勺=る，従ふ

t'ow-gt"iJ{tl) mo naw'!) luk3
) r:JJl 

法皮 時長い引き起す人
一M
h
足

σ
b
f寸

一α
る

仰
科y-

煽

馬

奴糾

常に

b{iJl mo，' klau -kan4) (;rai cl ai bau dai yu' di dib5) / (;o 

地 fi y}j ~t;: -tる五に 二I:J毛夷(否定)件る住む上い整じく因って

グイ二1:民 安住する

必‘弓F

c' an lIi jai マ万0'mo:; xz7in hwai / 

様此 iti-はず頭目 ささげる奏す

此様

Cau' lllm 'i.，{i' )Jlタ 'i/l d刃 kli g-刀 k"aPぷ11 cau' da / kau sib II似:;JW. 

天皇 荷 よ く よ く 憐 み 見 る釣して我奴蝉~たる主使径 九十一葉

且主。

1) 737) t‘州，gar!l法!支，gar[lは《すか t'01むの芯;i;下かでない。 1吋は S.va"J・《問く， ft

す，従う》に封応ずるD

1019) 仰3 グã~ 順従， 736)仰 Jgã~ fau遜守。

2) 'JJt() <<fIや， ñã'/U く~-長い>>， 718) S. yau・0 抱合して《常に》となる。

3) S. lllk <(起きる>><(立J'る>>0 <<兵を起す)> ，立には/¥百liftに yo-μn.-;ok起JI.:， 781) ~ 

いう II討があるD

.1) ktctll必(tnの，むよくわから山， ..1-，(り漢文のJ憂'Jiに;l;:jたるので<<y}j主する，員しす》と持L

た。或はお.のんtall士<<:{f;く》に注るものであろうか。

5) yit' di d仏は"-fr..!/I:.."にあたるわけで yit'は《住む)>， diは《よい》こと，dibは雑

ヂ (01)dめくく11:>>とあるところカ込ら此オしにあてたの治、も失u*しないD しカ込し此の dめ

は同じく (02)にある ，';uk<(熟》に釣して<<r・川N，unripe>>を立叫とするもので (S.dib) 

此民主でHJいることはIH来ぬ。そにとで此れを yu'dib diの立に解燃した。 S.dib di <<In 

good condition， well-arranged>>。

諜
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老描笠慰伎招f管那は頭目板行年等をillはL奏し天皇帝の御閉じ述せしむ。一

-Iil等地方の近境〔に11:せる〕八YiJJ岳整jffl，節度を守ら十、75に人J芯を起し 7

11等が地方に来ち夷士民を妨害し安住を輿へや。閃りて [I1は〕顕自伝illはし

天皇帝に〔文書を〕捧げ奏上す。願は〈ば [11て1 t~等が主7こちたまはらんこと

る:0(九十一葉)

+四

八円大旬軍民宣慰使司 1~若干'ft文 IiF奏

天皇帝知).立奴熔資f孝信

勅}??金牌鰍到

天皇帝民主望

天皇帝照例給賜新的輿奴蝉排納走1'i使盆

XIV 

l1，fO!) jJ句 Imzai ta ty::m kwin mi:gザ:mhwi si s{) rJiZn Ima'!J 52ft 〆m・

八i'j 大 {IJ} ~rrr. l~ 冗 段使 'd] ささげる文芹夷(タイ)

lriuai 

奏す

qftF/仰タ，Imt rii / k'a ' a1l fa kau 

天 虫 干iJ: ~'1ilふ知る 奴牌もうて捧げもう t，ifい

め ceh[o'!J k‘ab ra1fZ 似 m t'O!) 
、¥一一一ー一一一一←一一一./

勅 )F 金牌納める到る

Cau' lum， va' dut la wa1l 

天早帝 f忌(完了)下型む

Cazt' lumザF ルtratfZ tIJ.' 腕 hmai ti !d} η F  均'必 Jm

天 宅 帝 従ふ例授け 9íJふ新しい íl'~ (もの)到して奴稗整ふ1I~ず 51xはす

賜ふ 訓 納す

k吻 dll / tad si・bsam SUt. 

瓦{的it 八十三葉
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誇

八円大和j軍民宜慰使司は文書を捧げ奏し?天皇帝の御聞に述せしむ。--~~

等審勅:3金牌を捧げ持ちて?天皇帝が御許に去り納入す。願は〈ば天皇帝慣例

に倣ひて来rr しいもの〔勅書y 金牌〕を民等 lこ授け賜ひ[f~等をして〕進買を

調納きサ給はらんことな。(八十三葉)

十五

者槌軍民笠慰、差~ミ進武広{目板細鰍等三人奏

天皇帝知道我奴熔資象隻来京進支裳

天皇帝賞賜衣服段えE等物我毎感謝不議望

天息帝差官イ宇迭同選使盆

xv 

fTfd3b仔kwinmiD sy::m hwi }ai 仰万円in k吻伊之竺Ö~ f3all si hllom 

老 描 Il:t民)-) : 誌 泣 は し 来 る 進 武 阪口 板車問 鍬

cia;; h!砂

等

sam r:Jn hτoaz 

人奏す

?uFJMMZ T!?YA反 ru /ρ k'a' 'au fa;; to'W m万 kin日inkUD dai 

天日 帝 興 ふ 知 る 我 奴紳もつ象顕(景剖)来る京進武得る

Cau' l?lm 'iJa' ra;; wan slJ s砂 rat3n P'iUll X3;; j刃 'antft d1U1
) 吋 bau SUI 

、、、、ーん一 一 一一一 〆/ 、、も}ーーー←一品目』叩日時&ーーーー--"ー 、、、、ー一 ー切ら“ 一/" 、、、一一→一一ーーや司〆〆

:犬 r;~ '()1 貸し賜ふ 'J.く服 段 目 物(~fit;ftj] )我!お i謝(否定)議きる

τmln 

望む

Cau' lmnτ/a' jai XU11 gom3
) s:J， r1ttJZ 例 lJ l1i d1i / 11附;;ray si S1tt. 

¥ /  

天皇帝泣はず '(Y克友治る腕る泣る(完了)使統 一百四葉

主主9

1) <<我等は感謝しIbiきざる所にある》の意。 du]， はその様に 8eba'll 8inと仰とを結付
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e-ている。

の4fl1)8e謝，漢話。

3) 40別 χIln'(f'. 400) g{)m友<<朋友のw吏》の玄白

課

老槌軍民宣慰?進支ぜん〔が?とめ】頭目板細鰍等三人を遣はし:来り奏し?天

皇帝の御聞に達せしむoRi等 7 象をもちラ!とり J;(に〔赴き〕進1tL，天皇帝が衣

服7 段A等を賞賜し給へる〔恩恵J~こあづかりたり。臣等感謝し議きぎるとこ

ろ[仰ぎ]願はくば天皇帝官作を泣はしめて蹄還を迭らせ給はらんことを。

(ー百四葉)

十六

八円大句軍民宣慰使招撹那具奏

天皇帝知道奴熔間

天県清新空費伏喜歌不登今備犀角牙金銀器肌等物進貢仰望

天皇帝可憐児日1賜向還使盆

XVI 

グf~t?_)~ウ M46tY3n luviI1mi9RY3n IIWIRICmJ51171万 X1U1l /rwai 

八百 大旬軍民 ~t( 慰使 fr{ 撹那ささげる奏す

Cau' lum uei' hi/i r刃/止‘万 dai yiJl. 
、、、ー一一ー一一一一一一ー一一 ーー←--~〆

天皇情 tli!~)-，. 知る 奴舛(泊去)開く

Cau' lmn 'Z'-{i' んmai i..i万1I ta;; llai) po;; cai bau sin bad lli ta;; 11:; rad 
、--一一一~-----~

一天:与を帝 新 し い 翠 る {立{I'r. 苦:.$~ (心) (否定)高きる時此整ふ角 ftr
¥、一一一ーー.-/ 、、ー一一喝一ーー---

今 陀角

タja，'gro;; ;;on gro;; fa1fZ X勿 fu'all sin k噌 Ila;;帽 dが)

牙象器具銀器具金物 (II，~.t4) 氾瓦 仰ぎ見る

象牙

ζau' lum 'Zla' )Ji;; 'irt d刃 jaut/J;;“ hut rz7i1l mo la I dll I ciid si・5
天皇帝上く上く憐み見る J11.授け興ふ隠る還る(完了)便径 七十

賜ふ
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tad S1tt. 

ノ¥ '~~ 

話。

1) S. ta;;l <<康，椅子>>， la;;~ <<白<，据る，たてる>>0S. n勾 1<(坐る》。

2)漢文lIr望H は通常八子i;tt¥:の 'U.'anに針するが此庇では du<(見る》にあたっている。

課

八百大旬軍民笠慰、使招撹那〔文書をつ捧げ奏して?天皇帝の御聞に建せしむc

IJI等y 天主帝新し〈質{立に殺り給ひたること藤間し敵芹し議きつt'，今犀角y 象

牙y銀探y?(iT23等の物を73周へ進託す。仰さ願はいま天皇帝よくよ〈憐み見給ひ

速かに授賜され蹄還せしめ給はらんことを。(七十八葉)

+七

孟羅長官司土官刀竿鳩奏

天皇帝知近奴鯨地方相近景束府土行知府陶1賛不守法度常来我毎地方上

作5~此差頭目招紅招八人等氏本奏

天皇帝可憐見替我蝉{故主使盆

XVIP) 

1110' lJノマi，k:m so dhuk k:m [Jaw r"am giw hτvaz 

孟縦長 r(f r~ .1--. lf 刀翠鳩奏十

C'au' 111m 'lia' hlU r五/忌‘a ball mo.， klai' kan gi， t3:; v己 dhiik k~n ci 

天主主 1i1 !~!ふ知る奴糾!・地方 近い刀:に景*府土 官知

vu T' au' san bau 'va， t' ozvずaJ?t / ilaw mo 1n五 f刃 35nmS3 

k、f 陶 墳(否定)守る，従ふ i]~ J史 長い日手来る我 地方

1i?に

bJll ye' ・万:y2) / {;o da， lzi jai 1lay mo!] Cem' ka， Cau' T'万

に(---のJ二に)たず暴虐 tz;:lって女n此 i立はす出 ti 招紅 招八

JlbD J(nく
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r:JJl cl a，' hla.y X1Ull hlla， SUt t1U1l hwai 
¥、ー一ー一 一一一一一一一ー〆/ ¥¥ーーー一一一一一一一一一日./

人 等 ささげる文 t!??ド(日詞)奏す

Cau' 111m 'lJa' J'iク 'iJl dii t‘g刀 !.:'{i' PUJl cm/ da / pZld siu aid s釘.
¥一ー一ー一一一一一一一一一一← ./ 

天 皇帝よくよく憐み見る梓北奴糾~たる主促{I;と 八←卜七 :1主

註。

1)此の来文は来文xnrと類似した形式であるo XIII参H柱。

2)雑字 749)yc'γay.作7j"， 1・ay7fは s.1・ay2<<crucl，自crcc，bad>>にかる口

主宰

孟羅長官司士官万字j~rJ奏し天皇帝の御聞に述せしむ。 Gf等地方の近場長束府

土行知府陶T賛は訟度を遵守せ十， ?i3にIJ〔等が地方にうi毛bて接点を?なせり， [刈り

てp 頭目招紅招八人等を7ii2はし?文IIF57捧げ天主戒の御u日にまさせしむ。[願は

いまJ[天皇帝〕よくよ〈憐み兄給ひて恒等に狩りて~-iミた 1) 給はらんことを。

(八十七葉)

+八

車R宣慰イ東万保n.印{言文芹奏

天皇帝知道奴熔差頭目刀門憂去進1'i

天皇帝象二隻馬四匹金銀器肌等件望

天皇帝可憐見使盆

XVIII 

Mo;; litl Sy:m hwi si pazv {;au XZtt1Z 

車里 )'，: fM:使刀 {与と ささげ.る

/どryclim 11Ilfl:; szu hwai 

1':11 1;;' 文汗奏ず

αu' lum va'続的/げ Jaz ゆ mo'ク[Jazvmo;;初 (;aiSill kUD 
、、一一一一一一一一一品占刊時ー一一一一一----

天皇帝 gli!ふ知る 奴糾辺・はす頭目 刀 [11 受 17く進貢

ぞ0u'lum vpFJ乃のおw ma' si tow groク :;Z5ngrZj;; r万伊 .fTt'仰 'wan

天.r;t子i'i 象二頭応阿，~~器具銀器J~ 金(-fiU'i]) J官L"

Cau' !Jmz 'va' J'i，1J 'in dli ι反 / 7IlU" ray S?u. 

天皇帝よくよく i持る見る使徒 一百匹
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課

車用宣慰、使万保?印f言?文書を?捧げ奏して天皇帝の御聞に逮せしむ。臣等

頭目刀ドIJ長を遣はし天皇帝が御許に行かしめ?象二耳目?馬問liJL 銀器y 金器

等を?進:ifせしむ。願は〈ば天皇帝よ〈よ〈憐み兄給〔ひ賓牧3れ給〕はらんこ

とを。(一百葉)

+九

八目立慰走来頭目躍卜乃泥兵奏

天皇帝弘治年間金牌信符見在地方上銭感今来

奏請新金牌{言符替金牌{言符待下!.f三一同鰍来奏件

聖旨知道

XIX 

竺竺μyケ βma~ Sy:m hwi jai m万戸死一O，")La1[Z f/It lIay lli 1.1101 kwai 

八 ti' i主 慰 遣 はし来る頭目 草~~ 卜]う U己ささげる奏す

ζCau' 
¥」一一-一一一一../

天 主 帝 弘治!rf年iド三問 f牌A 金イ信言 符 見る存ず我 地方

b:J1Z kab -yii，'3) 竺イ:竺 m万んwai j3n hmai k‘万戸伊 sin f函

に('"'-'の上に)譲りある 今来る奏し請ふ新しい牌 金伝符

kau k'ab r万JtZsin fli t'a-4) btm ti mU!J da'{} kaJl (;r."?1n ma hwai dai 

1恥、牌 金れ?手作つ(ード)火 61三ご PIに納む来る会F 得る

ヨピf刀ヨ h'lU rli / 止仰 sibkau sfil. 
¥、 一一一一ー←ー ./ 

聖??興ふ会nる 九十九葉

主主。

1) fiα~'/l とあるは設。 f，花とすべきととろo

2) S. Yα!/ <<存点ずる，泣く>>， Sh. ya9 <<ある>><<我が地方にまみえてあワた>> <<見ること

があった》の窓口

s) kabは此!担では鎖限の漢iiJfに営るのであるが上の来文 I計:25)で見て来た如く原意;i下
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かで・ない。今ば亦其等に倣って bakに改めて《護る》の意味に解押してむとう o 戸'

は《ずEる》の窓口未で b({!;; について安定した;IJ~態， そのJ~':松そぷ -t ものでゴちろ。 下i夷

?古来文 lX5)参!F{，。

4-) l'{i はおh.t'a:¥ <<f.'fっ》に1ft自;ずる O 日.埜J陪:形なし。

課

八百宣慰は?頭目藍卜乃泥を遣はし〔文洋を】捧げ天皇帝に奏せしむ。一一

弘治年間金腕1信符〔恒等〕地方にまみえて〔以来〕擁護し今に晋~る O iA5ひ原flは

〈ば奮金片*f言符を明!tr:納め来ると共 l こ来'r金牌1111~F な〔授け賜はらんことをj

かLこさ御聞に述せしむ。(九十九葉)

二+

八百宣慰司刀何〔何者〕有

奏被舜¥)境車民烏在強横佼占奴稗地方無奈輿他的敵了幾遭恐↑白雲市総

兵官j昆奏

朝廷今ズHm目羅塔jl.まさ

天皇帝乙wm大軍来勅除他赦小奴熔罪;品使徒

xx 

~l1Ö!) jy:J'!J hmai sy::m hwi sZ) 

八 (I :r'J:庇}:斗
-
r
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J
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ん一
aJY

η
J
一，

2

h
一

一μ
J竹

冷

J

J

1

《

i
'引
a

u
 

一
向
。
刀

んτ川 ik!ai・FτClall po 1no'!J c'a k'万!)mo!) 1110，7 !itJ [J万7CJ 7f/1I saz"'1) 刀?J

奏す泣い 日囚りて主 IrJ 境凶 事虫 ヌJ 応入れる，泣く委ず
¥、一 一一一一一

岡ぢi，ill境 面し

L‘よ'iJ JZ，' 
， Cllt3) k"(i' b¥←elll 111←d/Tヮ ¥L一ClU 千 11'1ー 1/710i Ltz 1llピm t:J xa !a 

出:勢担当~':するとる奴糾 土也ブi 1m': 35ミ~堂、Jして相支[訂ふ示支ず(完了)

J会 ib む，也\~年ずる IX~空J-J-る

ki 只悶au / 1..1，んρTωLυp‘a.fiポ杭の) 勿11Z0旬ク C‘守acωσ7μl' 灯tケyτy伝a'lμ'3nρ/♂7わ) J必bω，γげa

幾 ;澄芭 恐れる .↑h打仙11'川l'泊[自') '..!主rf1市i村ゴ 長行 1群洋 犬 毛念念!土:きぎ守奏ず
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Cau' /?mz 'lla' k‘ taw h定aikwin 1tl万 χ万 sefl
) 1nml 

天 I;ミヴIJ 乞 ふ 制 大 き い 早来る殺す!玲(< )彼

V
ず
ル〆

ι
.
4
L

向日口い・

6
4
z
-
J
 

一d
州
問

か

奴

vy

し
v

M
山
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4
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n
M
F
 

S

F

V

 

zJ'χ 

刀
ふ
亦

x万JtZ
10

) dli / 121-<<''!J raJ' s~'!J szu. 
泊る使iriモ ー百二葉

誌。

1)人名， tj，ãw は?>i~文に 1f!1て来る人名の多くに冠せ・られているが此のiiffはもともと《主，

内長》を立~~ずるものである (S. rja'w)。漢文"刀何何千j"ば刀イnJ有のi提・り。

2) <<入れる， 世く入 (メ.8a'i1く8αu) <<唱・・・・の欣態にさせる>)。

3) 'a!Jは《“.， .•• tこ，ttず， ・・・・ーにまカ叶土る人 (S. 'a.1'! <CEず， も宗とするけo k'a?) <<~.!lI.r~~t 強

い>>， (8. k‘ii!) ) <<弧さをtJ義とする乱暴する》の窓口 Ji;;は什立Hきする>>，・ωtは《とる》

である， (8. ji?J・αIl') 0 雑字 795)'a?J k'a?J担椋， 780) 的 • ('f/Il f芝山， 728) ji?J佼，

72$)) )i， yIl占。

4)無奈《致し方なし》の漢語。 bαU1ni <<有るーなし》八百;if?と nai奈(漢前)の綾介形。

日)782) 10χa fj敵，to <<針立する，立ち向う>> (S. t51
)口χ高<<殺す)>(S・gha')日/1ち<(殺

しに向う)><(戦乍ずる》ととである。

fj) k101(1. 恐， 424)(S.kfttd)P46は漢前"↑自"である。

7) r犬の群の長官」とは「朝廷の軍長」のとと o 1511， は S.1011 <<;Eる， J2:くが >>0

8) 784)χa se勅除，が《殺す>>， . ~'.記 5) 参H札口 ，~ë ば S. 8Ut ((--してしまうし高

す》にあたる白

9) S. yJm. <<許す>>0 

10)漠liff";J1HtN" にあたる p'ulχamは此れも単なる世特に過ぎないo p'idは《罪》であ

るが xantは <<i品》でも《越える，横断ずる》の立であうて， S. k'am <<to paぉS over>> 

漢IiliFF界;品" ":Jf忠，過失H の意義左大部づれて来ている G

課

八百宣慰万何行?等奏上す。近日雲南港境， JlUR [にftする〕刀烏はm等が

地方を簡L~強奪 D伏態J に落し入れ 1) [~事に〕凶りて託方なく l;f等は彼等に
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到し封抗ぜること数度なれ 〔只〕恐る 7 雲南朝軍の長力>，急ぎ〔狼りに〕奏

して朝廷の御聞に達せしめんかを。

臣今JiJi日経塔をTitiはし[文書を〕捧げ奏し?天皇帝の御聞に迷せしむ。乙

ふ?大軍を減退し来り彼等を殺L除示日等カヲド泌を宥恕し給はらんことを。

(ー百二葉)

二十一

老槌宣慰刀撹章奏

天皇帝知H丘我奴排差以H人等賓f孝信

勅J千金牌信符徽到

天皇帝慮了望

天皇帝 nI憐見返~給賜事rr金牌護守地 Jj{史.盆

XXI1
) 

Mみjwasy:m hwi !Xiw la/l ja:; Izwai 
、¥、ーー一一一一一一一 ←日ー一 一ー一一一←---一

老描 ~I!( 慰 刀 1賢三重奏す

cozJf141Fzd AdJ F72/F L‘r jhi クaymO?j r:J1l cla?j hlk~ 戸 'dffμlt
一一 一一一一一一一一一一一 〆/

天.~.~帝輿ふ知る Jえあ〈糾l泣はす同口 人 等体げもうもう ft'f¥ρ
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天 r;1:'ii1 民主 (定了) r望む

少子ームーザ)'i，? ' Ut dit !.:!ai clリ !:J!]~収 /imrzi npE竺Lbak]katう

天 JZ帝よくよく i弁み見 る速い夷喧竺盆主新しい 金 Jiキ l護るl正

賜ふ

必 Jl ゐlb mo，，/，) d1i / んy:J!.:si・boul s釘.

家と閥，地方使徒 六十七葉

説。

1)来文 XIXと同形式で・ある9 その詑参H日。

2)例によって bakを補って解躍する。始めの kαbは不要。
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員事

:笹崎宣}ぷ刀撹章;奏し天皇情の御聞に述せしむ。 IE等，1iJ(目人等{e泣はし蓄勅

I!?盆月中伝符をな蛾し天弘子育が御許にJ去りて納入せしむ。[仰ぎ)願はくば天皇

泊よくよく;法域夫人~::憐み見給ひて新金牌を下賜し給ひ U:i iJ;J家闘を擁護さ

れ給はらんことを70(六一f-七葉)

+
 八(j大旬宣!位招j覧瑚げを象牙二千1-校 単 角 二 一1-枝象三変よ;3.盤工i"者

天皇帝rlT憐見照依

太宗皇帝時奥我毎

勅25一道賛同護守地方便盆

XXII 

llIo:; iy:J!) hmai ta ty:m sy:m hwi Cau' Uill ll(1
) 'au :;a jヨク s3:;sib h!am 

;¥百 大旬穴慰招崎那もつ象牙二十オ，;:

1zクれまds3クsibhlriJ1t ja:; s3.， tow {;ai sin ku:g wan 

Jf 1(j ~て+卜本袋二関行く准資望む

Cau' IllJn 1!;i' :vi:; 'in d7i. t(im bii-rall 

天 r;¥'市 上く上く i持み見る依る，従ふ餌ラド

P万 calt'111m 'Vli' b:J cau' lum 'va' 
ー 一 ー一 〆F 、¥『ー一ー一一一一 一一一一一ー叩一町一一“一---

太前rl 犬虫 'iI'i 大京 天皇帝

kli tTt 

~に謝して我々

l(~y ce /d;i.') IIUl' t'u-tJl 'au mo wai [bakJ kab~) blin kmう m勾 dli / 

勅 :ti? - iib もつ~える({拾っ)護る と 家 と閥，地方使徒

tふ1sib kalt sfil. 

八十九葉

註。

1)ω'lt' lan naを ωu'la na婦に謀る。 2)不要。 bαkの説。
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三事

八円大和j宣慰招撹那は象牙二十本?犀角二卜本象二日頁をづ~f し進貢す。願は

〈ば天皇帝よ〈よ〈憐み見給ひ7 大粗大京皇帝・〔カ:御世]t;i等に勅占一泌を賜

り7 〔i:1等〕奉戴し;去り家闘を擁護せしめ給ひし奮例に倣ひ給はらんことを。

(八十九葉)

二十三

八百宣慰差来頭目乃ト乃的火頭招八人等奏

天皇帝知道奴稗賓捧午例紫象二隻交牙象一変大 ilj二馬!三:匹事1:員電子il~塊

:R二十両去進工{望

天皇帝可憐兄牧了者小奴排早得同還使盆

XXIII 

11;[8，' iv:J() h伽 lisy::m hwI jai ma ~llãy moクJlayP刀 nayTf 'vai hrow Cau' 
¥、一一一一ー -./ 

八 百 1/( 慰泣はず*る顕 L1 乃ト乃的火頭十ff

pヨr:JJl cla:; Ilfa)' Invai 

八人等 実ず

Cau' lum 7.J(i' 庁Ut rii / ん'(i' 'mt p花 pfg語t(Z1) !.:(i;f! J~-i;; s3，' to'W rW{u' "正

天};ミ帝興ふ知る 奴稗もつ体ぐ年例 紫色象二 ~fî 交るす

fa'!J川 3hmJEM PY3MmJY dsd3F5nrM3M-m54fzsiOLA1tAftdL:1) 

象一頭大きい』占 い 応 十 二 頭 赤 い 賓 石 十 i鬼重v、

53，' 5ib r3:; !J.li sin kUf) τCJClJl 

二十両 1fく進貢望む

DllI' lumτタ， grコbnkal1"1) p'y:Jw lli hut ntly k'a' jau dai r必n nzo la 

天皇帝 ï~J 憐 yt!， 収む(~ヒ了 )9iLふ小奴稗早く作る踊る泣る(ジ己了)

dfl / kau sib 5Ut. 

便益 九十葉

註。

1) tiim pi gatp， υ子例に従って》の意で・ある。
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2) X!/011句。38)什!f>>(1)設で・ある 0

3) <<!Ti~さプ.十両の0:>>のとc!: o

4)漢lilfifJ事である。八百rltfyi:7 'in d'l1.来文各慮。

i謬

八一I'IJ'fは， 1':([ U Jう卜 7 乃(1ワ?火.lflC招八人等セ泣はし奏し天皇帝の御聞に議

せ LU。!日学:ド例に[倣ひて〕紫象二頭7 交牙の象---llJi， 大ilfM頁十二頭フ来[]ミ

ト Î)ÌL， 二十隔を路げ~elr L jlIT J.' i--す-。願はくば天皇帝憐み見給ム¥牧納きれ給ひて?

j:f 手~~ l てi4{ip に f~} らしめ以て腕越せ L め給はらんことを。(九 1-葉)

二+四

:12lift八百頭目板官字奴熔人等兵番字文書奏

天皇帝知道望

天皇帝給賜金牌信符銭!極地方便盆

XXIV 

Mケペグり-的三竺fiT1竺-竺竺Ptzyzμnr"am /.:'(7/ rJnぞμzrxZIt
ヰ市 八百 回目板 r(~. 半以舛人 等ささぐ

んlla:;siil rI ai hwω. 

党 r!? 夷 奏 す

Cau' Ilt1Jl 'Ziti' 1m" rTt / wan 
、、一一 一 一〆

天 5Ldfir P4ふ角lる I望b
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sin f u kab-.. y'iifl) 仮 Jl mo!) bak 似 IZ da / 

イバ符護るある 地方議る家使徒

んヨ si siu. 

五十~

註。

1)此れも bak-yu'である白
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誇

雲南八百頭目板官宰臣等夷女子?な捧げ奏し天皇帝の御聞に逮せしむ。願は〈

ば?天皇帝〔民等lこ〕金牌f言符を授け下賜し給ひて， [恒等〕地方を擁:護し〔以

等〕家を護り給はらんことを。(五十葉)

二+五

八百宣慰招撹那奏

天皇帝矢nill奴僻地方比先家

太組開設術prj並不曾迩快走後今UH1!}

天皇帝登賛位進j.'{'万二象方物望

天皇帝牧了使盆

xxv 

FfZ9LY39A-15ym lIWI COftFfh yfEhudi 

八百 ):J~慰;招撹那突す

Cau' lμm 'ZJa' Iziil r刀 / k'a' ban 'Nzo'!) mo k3n daz 
¥、~ 一一 一一一一一一~ 、¥ー ---_/ 

天 皇帝興ふ知る奴紳地方 時以前得る
、¥ー 一一一一一一一一一一ー〆〆

義 t乙

、、¥ーー一一一 一一一一一一一一一-'

rak p!a'!) r07V zeク1:J7} piDδau pai1
) r万;) llaJl SWのI jau 

1古 め 設 立 す 控 城 並(否定)(否定)打束てる長く謀役 tu枕
開設する 術門

Pit cσu' lum .-Ja' 

太inll jく 5L マt~

bad lli dai J' ill dai 

今 (過去)開く得る

?イ空竺'l!ヲXZUJl たl，'')仰3t)sinkU9F9 04 X39.ρ三τvall

天 皇帝登る位位進頁象[母:]雌方物望む

Cau' lum 'ZJa' p‘'y:JW wai d a / んasib kau sfil. 
一一一一 一一一ー」ー./

天 皇帝 牧む(保つ)使径 五十九葉

民主。

1)bαu も paiも否定詞である。L.PCU1 <<n同 not>>。 2)来丈 XVI誌 1)参照。
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鐸

八百宣慰招j費那奏し天皇帝の御聞に漣せしむ。t'J等主主に太班長帝の街門を設

1Lされるを得て〔より〕納税を快り?とることあらざるなり。今天皇子育費位にむ

{なさる佐藤/JHし雌象方物を進貢す。

原Iiは〈は天皇帝j投納され給はらんことを。 (ii十九葉)

二十六

車:'R宣慰差オミ進貢頭目乃必等奏

天皇帝比先進貢象二隻裳賞陵子一百疋今買象二隻只得段子八十疋望

天皇帝添賜使金

XXVI 

ルf:Jl必 sy::mhwi 戸i ma sin kuy 1l砂 mo，'吻 Pi些，hlay hwai 

車思 :r'( 慰 jg-はず来る進貢頭目 乃必 等 奏ず

F!??¥仇gM仇 sinkUf) } の の 仰 daiμ:J W{竺 T竺竺 luk')11仰 仰

天皇帝 時以前進貢象二頭得る賞し賜ふ 段子(供)ー百

襲に

F附 / bad kU!) jaJ勾 tozvrJ au dai !.互 t311 luk plid sib t'仇 /τVtlll

疋( 量 討 ) 今 買 象 二頭只だ得る段 イ ‘ 八 十 疋 ( 量 制 ) 望む

Lau' lU1ll "va' t‘am tl.?Jーん仮 dl1 / んrJksuうS1ft.
¥、、ー←一一一一一 一一一一 ← ←~ 

天皇 帝添える授け興ふ使徒 六十薬
¥一一 一一一一一----

賜ふ

誌。

1)本来<<{・供》の窓であるが漢Iid-の良子・の子を此の-IJliで、浮している D

諜

ヰIrt1宣慰進Ytせんがため頭目乃必等を泣はし*9奏し天主情の御聞に達せし

む。 仁恒等〕識にjぇ二延長セ進貢し段子-riえEの賞賜をづ!}たり 。今象三頑を?献十
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るに僅かに段子八十疋を得たるのみ。

願はくば天皇帝添賜され給はらんこと 1t!0 (六十葉)

二十七

八百差米政目板13・2戸等奏

天皇帝知道奴熔進支蒙

天皇帝賞賜線段衣服等物叉賜娃宴差大民相|倍我毎都感戴

天恩不謹如今事完了望

天皇帝可憐兄走宮伶迭同窓{更金

XXVlI 

Mo;;ノヤ:J;;hmai jai ma 

八百 泣はず来る

空Ufnpp/ftZJZμIIrat(tぎク笠竺んwaz

如、目似1'1'翠 等奏す

ρm' lu，JJt 'ila' hzu rii / k'a' sin ku:g dai 

天皇帝興ふ知る 奴枠 i色貢ねる
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ノピli 'Xun nai yy:Jm dii1
) tit 〆α:;-lla' (;l仮 se 

遣はず'斤吏大きい訪る見る 我 々 す べ て 庭謝

Cm/ [lzIlJl'l τ/a' dr :;am ムm sin / ωd ψ3砂 llZ g弓aÎ~伊p ηZぴ1':J初Il l必占a τCJωy  

天 皇 好い思(否;定ζ)J占主きる H時寺 今 Z事3葺手 完了(う完己了)望む

Cau' lzヤf!?F yi3'1・n dit jai 'Xltll gom S:J:; i'ZUll mo ld dlt / 

天 皇帝よくよく憐み見る泣はず官吏友なる腕る j去る(完了)使徒

tltd sib SUt. 

八十葉

註。

1) 990)に yyorndu kαnヰfH寺の諜i請があるが，YfP川はもともと s.yiornに封庖{し <<1i.貞

を突111
1ず，~ぬく》の;立でそれから《友を訪問ずる》の意味になる。此庖では jwi があ

りY!l山nd日正複合しているから《訪問する》と浮したい Q しでは yam<<訪問する》
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の訴がある白

2)雑'j':及び日.割問:形Jなし。 Sh.で rnan4 <<to be fillcd out>>と閥係ずる訴であろう。亦

N. S. (北部シャン'ritOmen <<to bc finishcd>>があり， 百夷lifiでは川itii江. <<終る，完成

する》がある。

言事

八百〔宣慰U]]は頭目板官平等を遣はし奏し天皇帝の御聞に注せしむ。 EE等

進:aし天早稲'が〔I:i等に到して〕綜段7 衣服等の物の賞賜を?裳札叉酒宴を賜

札大行のう~日〔訪問]を辱うせり。 IE等すべて天皇の好恩を謝して議き 5 る

なし。今日立等〕事終る。 願は〈ば天皇帝よ〈よく憐み見給ひ官友ETiiZはし

〔恒等を〕蹄還せしめ給はむことを。(八一ト葉)

二十八

老描宣慰奏

天皇帝知道進:貞行主中途宇夜時分被賊人j降盤纏]i l~雨胡淑二十斤井衣

服等件都倹去了望

天皇帝行文追給使盆

JJ!o';) iw耳目y:mln叫ん仰の

老 描 y( 慰奏ず

XXVITT 

Cau' {11m 'i.1{i' Inu rii / sin ku.g pai t'o:; cIβ:; Ala:; pan Ala;) r庇 1/1
) 1110 tall 

天皇帝 興ふ知る 進賀行く到る j丘中間小中間夜時分ける

kan'2) to P'五 la止 r:J1l3)
*fl万主図る，ために〈人盗む λ
分 盗人

金 rl-l 夜中 時

'au r..3;; c奇y ha si・br:J;) んmaA4) pri止

もつ肘グj品費111:ii十雨(範時制)胡淑

放費

けtJsib kI1z pi!J SOィミy/u勺 lt cI a:;引 a' {akサai la / ωan 

-二十斤並(及び)衣服(量詞)すべ℃盗み去る〈完了) 望む



Cau' lU11I 'Z'a' f;ai lma:; su/') juy ki d2l / clid sib 11m:; SUl. 
¥一一/

文 京帝行く文書 追給使徒 七十一葉

行 文

"主。
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わが11 ~士漢計f: 1I(tずである。 μa9r罰nぼ 107)Ha9 riun nUl'!J一夜であり， 137) r沼η，

<('N>>がある o kla'!J は s.μa'!J <(問》で T沼11， は s.g沼n<q:iZ， iY i> である。

2) 1川 11， は《介ける》の官。 486)pan l-:an介， (たα11， ば《相互に)))s. Jrnl.， lcan. <({I.>:介介

けにする)>(panは《分ける)>)に笠J胞:ずる。此の;立~Wの iili をÏ4'tに漢liltH時分"の向Y

に?:?てたものである。 gp ち R~~ôに封して 111δ 《時》を泣き換え，分f.こ:m~'して pαn kan 

《分け乙》を泣き換えア、こ線介lil;で・ある。此のような傾向は来交にしばしばあらわれる O

3) p'Tt lakで《涜人》のこと (p‘uは《人)>) 
0 それに1ftねて r:m <<人に釣ずる民詞》が

添えられている。

心 hlnakはもともと《果》の怠味 221)[8. hmak] 0 従って《果物， 'i:'(>>等の範陪討とし

て使われる。雑字 217)以下参n社。

日)此れも《行文>>(文芹を主主る)に封して八百tUf:bαz 行)hnα!J-S沼(文)を置換えてい

るものO

言事

老描宣慰奏し天皇帝の御聞に達せしむo B~等進支-せんがため y 道中中途に烹

りたるところ y 夜宇時y 料らす、も洛賊のため y 放費ji十耐i，胡淑二十斤y 井び

に衣服等すべて強み去られぬ。

臓は〈ば天皇帝文書〔を迭られ， l立等がためJj自給し給はらんことを。(七十

回一葉)

二+九

雲市孟:IL府土1T万孟打a奏

天皇帝知道奴蝉是外図夷人到京佐的F1久事完i己!去望

天皇帝 IIf憐Jò左官f~ff~f史~i{\"途!J.f行使盆
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XXIX 

Z必;;;c'a ?no;} k'んlV己正1h山 km[Jaw mo，' ka;; h'Wai 
¥一一一一一一一一J

:z::南孟具 JU ごi:Tf 刀孟十[奏す

9tt' 111mTPF 版印 / k'a t'uk Jl3k mo'!J kwo r:Jn cl ai t'o;; ki!) J'I!' di1
) 

天 51.帝興ふ知る 奴紳I3Pち外関 同人夷(タイ)到る京佐す上く

τtJall rzum g万1tz 1.勿':JJl ]'1Ull tai 'W万n

日久しい きfi 完了 踊る行く望む

Cau' lum 'va' )'i;; 'in -du jai XUll gom S:J;; 腕 hOll rJa:; di {;ai2
) 

、」一時一ーー一一…一一一一一-〆

天 f;L帝 よくよく i持み、見る泣はず'i'f1l! Â なる r:/i!~~、花 道 よ く 行 く

da / c・iidsib Stu. 

使徒七十葉

註。

1) yit di <<心地主〈滞位した》の窓口

2) <<よく行く》で《平安に行く》とと， l3[Jち《泊中安全なるとと》をいう。

課

雲南孟良府土rr，刀孟:紅y 奏して天皇帝の御聞に達せしむ。 l~~n ち外殴夷人

にして京に五 9，[]久しく滞住せしが [t 、ま〕事終へて CïE~こ〕蹄還ぜんと

す。願は〈ば天皇帝よ〈よ〈みそなはせ給ひ官作佐遣はし迭らしめ給ひ?途道

平安たらしめられんことを。(七十葉)

三+

八百宣慰走来通事頭目藍ト宇都等奏

天皇帝知道奴熔告討嘉靖~l~間金牌信符，資去1挙管地方信金牌待下年一同

1敬来E塁

天主帝准給使金
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xxx 

λ10;; ;J吻 hmai sy:m hwi jai聞 ma si lam1
) ?l万ア例O?J la1!Z fii r万'1'(Z tu 

八口 穴慰遣はし来る通事 顕 H 京ト雫都

(ia?J hlay hτvai 

等 奏す

Cau' lzt1il 'Z/a' hut ru / k'a kau !.~'~ ca si:g pi bin k'ab g万1tz sin fli 'au pai 
、、ー一ーー田Fーーーーー一ー一ー一--

天 I;Lぅr'I'J: 興 ふ 知 る 奴 糾 合 ぐ求む嘉消年間 金 仲 イJ 符もつ~-rく

ta?J -P!3?J ban 1Jt0?J / kau k‘aa g万1!zsin fLi t'万 lumpf 1lω?J da?J kan'l.) 

整 ふ並べる地 7j 1-~f\.-，金Jlキ イd 符作。下(火)(，1':一 如 し 相 瓦 に

管理する

br3m -mtl- τvan 

納む予~る望む

一
脱
叶
材
木

リ

f'M

九

ー
ρ

‘

.
M
J
l
 

一σ
-一

1
H
H
1
u
u
 

/
/
J
 

一Hq
e
d
此

ぷ

便
一
似
ふ
J

F
O
&
1
4
h
、
一
冶

勺
防
ノ
一
点

'wu
〈
一
賜

t
ミ

L
一

沙
d

M

作
¥

ト
刊
賜

z
一庁hJaa 

n
 

川

M

H

1

・h

h

I

 

F
U

天

タC
 

註。

1) 777) 8i la1rt，泊事。五fは S.Bi1 <<P恥 la1rtは S.lam1 <<通課》で《四課》のととを

いう o

2) <<相 }-I: にーの ~n く》の立。付与に，一緒に九

2事

八円宣慰は通事頭目藍ト学都 等を遣はし来り奏して天皇帝の御聞に達ぜし

む。 I:i等嘉靖・年間金牌信符を訴へ求めy 奉戴し還り〔もってJ[民等が〕地方を

管理せり?替金牌信符をIりFドを待ちて共に納め来たらんとす。願は〈ば天阜.帝

〔新金牌信符を〕授け賜らんことを。 (-1什ヅし葉)
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第 四 部

八百の言語とタイ論語

タイ諸iift相亙の比較はおの宇、から p その官・簡の封勝(と，策ねて訴奨要素の

封勝)に限定せられて来る九 統僻il~J二の比較も'?千 i?抗問の並行が著しいた

めに y 特に一個の言語の特徴~摘i討することはむつか Ll、。のみならっt:.，八百

館の来交は y その内符の十tfLIυ 中間交の表現様式にみ宇、からな近づけようと

する <<Sinicismes>>のためにy 本来の様式を犠牲に供しTl、るところが多L、。改

にこれな取って令聞を股密な古語比鞍の資料とすることは111ラ!とないのである O

以下台関の比較折れ、F かねて 7 語奨要素の比較を行う。

これらについての詳細は?下拐のtt~: 279---:::04を見られたL、。

吉rl汚名の略栴は 56貝を参照。

百[夷iifi例(P.)のあとに附した審披は「比較古川皐研究|に草子さめられた百・夷語解

説にゐける番械を示ず。

喉菅，軟口蓋昔。

I-J S L Sh A Tn Tb N D pp 

一一一昨一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1. L b L L k1) k1) 止 L L L 

2. 止‘ 必‘ k' kh k!t k!t kh kh L‘ 

3. 必‘ 正‘ k' kll 正‘ kl/ !t 必ん X 

4. I g[ k'] g[ k'J L !t A 必 L kh kh gラ・

5. I r[k'J g[止す L 止 k L ん k!t r 

G. I g{k'] g[k'J 止‘ kh k‘ 止ふん ん A:h r 
一一一一一一一一一円一一一一-一一一一

1) 語末lこむいて，ことに長時背の後で'藤門塞背

J. II"j夷館・・・・のf拝読Jp. 283，一一ーなむ本~4tにむける汗韻釣!在来はその後の研究に上

てyζ， r-(j夷館解説」の場合に比して若干の共同がある。
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例

1. <<努わ 5kai~ ， L kaム， 5h kai_， 1¥ kai， Tn l.yti' ， Tb !..'万i'，N l.'ai'， D l.'al'l， 

P kピlI(18:3)， PI】 kai，一一一 (245)・

<<)し>> 5 A'au"'， L kao"'， 5h A'au:!， A lωt， Tn Tb ka02， N kmβ， D l(lli¥P 

kau (626)ヲ一一 PPkau (666)・

《務>> 5 tok~ ， I_ tok'， 5h to/.;'， Tn tθ[A:]'， tD"， Tb to'， N tok， D /ok¥ P tok 

(24) ，一一-PP t:Jk (23， 2・1)・

2. <<飯>> <<米>> 5 k'aw...， L れzτ0"'，5h A"au3， A klzau， Tb khao2， N Idlau2， D 

lüúï~， P k hau (δ22)，一一一円)k'au (582)・

《子わ 5 A"om'， L， k'om'， 5h k'Dlll¥ Tb A'kU1仏 N A/I(Jm， D んa1tlヘPkh(llll， 

(546) 一一一-PP k'om (592)・

3. 《入>> 5 k'au"'， L仰が， 5h k'au¥ A khau， Tb k'a02， N khauz， D 仰が，

P k hit au (232)，一一-PP Xau (22)・ Rama ]{ham Hal1g-石車交 χa21). 

《ゑffo.)> : 5 k‘i.?w'， L k'iau'， 5h k‘u}， Tb k' t'，ん Nkl!eo， D ふii¥P A'luiaw (5H;~) ， 

日史;)一一 PPXy:JW (643)・

4. <<'1頼i> 5 .t.;"YmハLgrall， Sh ka"λN  kupん Pklz'an [khrmzJ (:118)，一 -pp

g打 lJl (，163). 

5. <<人i> 5 r:Jn [k'oJlJ， L gOJl [k'OIlJ， 5h k071¥ T11 A'oが， Tb kOll， A'lm2， N A'tI""'， 

D hun'!.， P kOJl (313)，一一一司 PPrJn (77::). 

《煙>> 5 /{wan， [本来 rUt1ll，後昔‘ k'wピ初J，L gWt111 [A"7仰 lJ，5h A'wa714， k/m， 

Tn 、v冶nk1何τα仰t

(9) . 

(j. ((夜>> 5 ga〆[本ぅ!と ra〆，後背 k'am"']，L ga〆， Sh止‘mrz日， A k/U7ll/， N 

A'ha，，"'， hall"'， Tb k'ふ11i-， D んalll;，P !.:holl (H2)←一一 Pllγrii'(Z (152)， 

口蓋官。
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S L Sh A Tn Tb N D P pp 

宇一一一一一一+一一『ー 一一一一一一一一一一一一一一← ~-千一一一"一一一一ー一一

C C S C C C C 
S 、，

C C 

8. ch(〆) S s，s‘ C C C S S、t，S c， c' 

9. j[c'J S s，s‘ C C C S c，S 、， c， c' f 

例

7. <<七>> S ced-， L c'et'， Sh set， A cit [cetJ. Th cet'， Tb cet'， N cot'， D sat1， P 

キcct(6!!4)，一一-PP ced (664)・

《主>> S cau"'， L cao'， Sh sml， N cau-， P caw (:l3u) ，一一 PPcau (389)・

内.は八訂訴において封勝例なし。

9. <<象>> 5 j・5HA[後音~ c'ang]， L sqng-.， Sh sang5， A Callg， Tb cang'， N SlpZg.， 

D ω'lg:l' P cang (614)，一一 PPj砂 (241)・

《男性のシ Sjai [c官i]，S sai， Sh sai4， Tb cai， D s九 sai，P cピlI(350， :~74) ， 

一一-PP j号 (406)・

前 普

一一一一一一一一一『一一 一一一「一一一一一一一一一一一
S L S11 A Tn Tb N 1) P pp 

一一一司一一一一一一一 』一一一ー一一『一 一」ー一一一 一一一一ー--一一一一一一一一

f t f f f f f f f f 

11.1 th(t‘) f f f‘ f‘ f‘ f f f 

12.1 "[t'] 〆[t'J f f f f f d 

; 1:1.1 d d f d，l d d d Jl， t d 

『一一一守一 一一←一一一副一一 一一明 一一一一一一一一『一一一一一守開

例

10. (<株y 腰掛>> 5， Sh tang-， L tang'， Tn， Tb taJlg' (Tbまた llang)， N 加えfF，

D tall~~七 p taJlg (491)，一一一 pPta:; (350)・

<< r円>> : S (tra')-ui， L (tak ka)-fii， Sh (p'ak)ィN，Tb t1l， N (j;ak')-tll， D 
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f万" P (paかtu(却 5)，ー-pp(pad)ィ万 (292)・

11. tqJ.>> S t' uaぺ Lt'lIa-， Sh t'o'2， 1'n t'lIa'， Tb tua'， N t'u'， D tlli):， P I“lt 

(167) ，ー一一一 I司)t'ow (22メ)・

ぜや 5t'OJlg'， L t'iilぽ" 5h t'iillK¥ N t'/uぽ， 1) taぽぺ Pt';jほ(米交)，一

一-pp t'{j:J (775)・

12. <<室岡>> S cl3Jぽ， L cl371g， Tb tOllg， N tρl1K¥P  tOllg (608)，一一一 PPci勿 (G15)・

《路>> S clallg， L cl万町・ (t‘"aJlg)， S11 !a71g4， 1'b ta11/!，-'， P tari.t::- (39)，一一一 pp

cla!) (116)・

1:1. <(月ぃ SdlltJJl L diieJl， Sh lifn， A diill， D t!OC/t4， P IlO1Z [115n] ，←-pp dOIl 

[101Z J.拐 (6)・

《女子i> S di， L d i， 5 h 万， Tb di， A di， N dどり!， D di・ Pll't， 一一一 ppdi 

[liJ.李(問)・

イ\J~>) : S d万w，L daw， Sh lau， ̂ピlau，Tb dao， N dao， D dao't， p 11σW， 

(78) ，一-PP dcIw [1伽]悶 (8)・

<<~lミフ 未熟>>: S dib， [。ヤ]， L dib'， S11 l.ゲ， A lip， Tb dip' ， N dip'， D dipl， 

P !i P (300， 5(3)，-一一 ppdib [lipJ.力 (601)・

<( 1 L1 >> 5 dai'， J)ゐ/， P 1Zuai， (-12， 21s)ヲーーppdai (lai).頼 (10ろ)・

1:3.の選羅誌のどfに闘しては?下の例が示すように， rolじ d-の交'f:によっ

てはじまる誌が7 その漢字による昔誇において t，1の双方を持つことはit:~~: 

しなくてはならなし、。 同様に?八百のJ誌におし、ても， c!-の文'Fではじまり

ながら y その漢字による昔諮は 1，1l の双方があって? ここにはど/， tの731がな

L 、。これらは?文字を月11にして?無視し T，Yr際の設昔にむし、ては 7 それぞれ

骨詳のとおりに話されていたのであろう O たどYi夷のiTliltのみは 7 殺すの隔月11

乞原則として?すでに文字においてあらわ Lてし、る O

j~ F" 館 目夷館 港線館

<< Jわ (6) d OU [傍](G) 1/0 Il [拐] diull 除l
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ぺ足>> (8) d万仰 [閑](町 lla1fJ [問] d万'W [者]

ぺJJ>>(327) da/J [蟻](500) lap [刺] dab [答)

事Uli> (411) d汗 [魯](218) 1m [奴] du [魯]

〈脆>> (527) di [李](427) lrt [賦] di [ Ji1.] 

4ゑ1:>> (o:m) da;; [領](588) lltll [煉] dll， [頂]
昔の礎化のJI院序としてLi，d> 1> 11， であって，dより fへの建化はy 最も

:Ì1~: i邑に多〈の~n;m'lこむいて(日本訴においても)凡られるところ?一種の lab

dacisJllcであってァ/より 11 への轡化は?南島;渚Jlfにも多〈の例がある。/の

i淵淵音に際して7 鼻

冗予末i宇沢t宇巨うミ:oる。 これを私は?字通に仔なもってあらわず。

居 三日五

一一一一一一一一一一九
S L Sh A Tn Tb N D p pp 

14. Jウ p p p p p p p Jウ t， b 

15.1 ph(p') Jゲ p‘ p‘ / P‘ t‘，p P t'，/ p‘ 

16.1 t[p‘] p[p'J p p p t p p t b 

17.1 β 5 111，τu 。ムτu 8 。 6 t，m 。[1ll，bJ

一一一一一一一一一一『一一一一一ー宇田園 一一一昨←ー ーーーーー-一一一~-一一一一一一副司司

例

14. <<明日宵 : S pcι， L tcr， Sh pit¥ (tet4
)， A pit (pet) ， Tb pN'， Tn tet'， N 

pet'， D tit， p pit， (181， 527)，一一司PPped. (248)・

<<i(1. >> S p!a， L p(a [t万']， Sh pa'， Tb ta， Tn T万， N p(~a ， D Pia¥ P ta'， 

(186) ，一一一 pppTa. (363)・

ぺ1J:， 1~:予: S Pピu，L tai'， Sh pai¥ i¥ tai， Tn pai， Tb pai. N pai， J) pai¥ 

]) tm， (247)， '-一一ppωi.(439)・

4姑)) S J旬、， lptf，FhpP，T13Pd，N JM，D fdt，l〉一←一一 J'P初ー
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1la;;・(376) 把暴

] 5. <<菜)): 5 P' ak-， L P‘ak'， 5h t'a!/， Tn fak'， Tb p'ak'， N P'川正:' (くJゲlal/)， 

]) piak¥ Pρk (159， 160， 161， 1(2) [p'ak '1'自]，←一一 PP p'ak. (1刈)・

《人?者)>: 5 p'u'， L P'ïï~ ， 5h P‘u¥ Tb p'u
v

， N p'u
v

， A 1何， p fu， (:~ω， 

370， 373--75， 333)， [僕 p'u]，--pp p‘II・(351)・

] 6. <<父)>: 5 p3~ ， L p:J~ [pγ]， 5h ta3， A po， Tn ta， Tb jJo， N po‘， D tOj， 

P ta， (34~) 学?一一門戸・ (:367) ・

《児>> 5 pi~ ， Sh pr¥ A pi， Tb pi， N pi~ ， D pi.;， P jJi， (~at， :;.a;)，一一 l)P

ti.必 (369)・

17. \~葉~) 5 bai [ω]， L bai， Sh mai?， A bau， Ta b{仏 N 似， Dωut， p 

7Ilwau， (1-13) 茂?一一日)bai・(171)・

《薄>> 5 ballg， L bal1g， Sh lluing'， Tb beil1g. N b忌lIg，Dωfぱ・ P J/ltlllg. 

(659) 'It，一一一I)Pfà;;・ ~l) (69~;) ・

《村>> 5 bãJl~， L bãll~. 5h山古1人 Tb b万Ilv， N baJl̂， D baJl;;. P J/lilJl， 告を

(50) ，一-PP ball [mall ].蛍 (36)・

歯膳昔。

一一一一一一一一一

S L 5h A Tn Tb N D P I 1'1' 
一 一一一一一一一一一一一一聞

18.1 f f P‘ p‘ f / p‘ /， !t f f 

1~.1 v[fJ / P‘ P‘ / / / / / U 

一一一一叩

例

18. <<宰:>> 5 fa-， L fá~ ， 5h p'♂， Tn ftl， Tb j，ぷ， N t'a
V

， D fa¥ l' jaA'， (4:l:l) ， 

一一-pp fa. (535)・

《雨)> 5 101人 LjOll'， 5h t'OIl'， Tn fOIl， Tb jun， N p‘Oll， D !twz¥ P jOJl (-.1)， 

一-1'1'f:m・(4)・

L9. <<天)> 5 7Jtlヘ [Jâ]，L fq， Sh p'a5 <<芸>>， A Pワi，Tn f{;人， Tb la~ ， N jcI-， 
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P f~l (1) 訟，一一 ppva' (1)・

ど〈火ぅ S'ZJtU [fi叶， Idj;Fi，Sh poP，A y d，Tn‘βu.... Ta fili~ ， N Iat. D 

fi'!.， P fai (5m~) ，一一 pp 'ZJai C:~5) ・

5i ニix1cO 

S L 5h A Tn Tb N 1) pp 

20.
1 

タ 3 3 グ 3 3 3 3 3 グ

Jl 1t II Jl ll，ll n Il Jl 11 Jl 

22.1 III 1it J1l JJl m m m JJよ m 1Il 

ii[y] ，)' J1 y J1 tl n，i 1l )1 万[yJ 泥[y]

一一一一・』一一一一一一一一一一一一一一一一

例

20. <<室長>> 5 ;fw， L ;;:jll， 5h ?JItJl¥ A ;;iill， Tn ，，?on"'， Tb ;;なn̂，N ;;Oll"'， D ;;:lJ/， 

P '!JOJl (599) 思、，一一-PP '!JJn. (612)・

《万二>> 5 'Ja， L 'j万， 5h ;;a¥ Tb ;;â， D ;;a2， P ;;タ・ (s14)阿，一一一 pp;;三(来丈)・

引<<坐>> 5 na;;、I L lUlt/， 5h na:l， A lla:;， Tb na!)， N naグ， 1) na;;l' P lW;;. 

(!H6) ，一一-pp na'!J・(438)・

<< ?(} >> S Jl五3¥L1l37}， Sh ll/l;l'， Tn Jla:; ，，， Tb IIρゲ， N JU!tJ， D lZua:;3' P JlC?;; 

(Jlfta;;) (M7)，-一一 PP113:;・ (:~70) ・

22. <(水>> 5 lIltli¥L  mqi， 5h m:u5， A mai， Tn mai¥， Tb JIUU"'， N mqi， D 

mai;jl p mai (1・主的，一一-pp mai. (73)・

<( )馬;，¥ S lIi万¥T，mq， 5h ma5， A mq， Tn 1Il万、， Tb ma"'， N mq， J) ma品，

P lIlcl (524:)，一一-PP llla' (242)・

2B. <(蚊); S yu;;， l.，万五ク， 5h yu;;¥ Tb Jiu;;̂， N iiu;;， p lio;; (196) 水，一一一昨

万Tt;;[)'U;J ]永 (259)・

《大>> 5 hiiau-[yaiつ， L ltJiaî [1Iaî]， 5h ya♂， Tn ;ωD  yao'!， P泥au

(21， !l3， 656)， -一一-pp nai (698)・



10.1 

日弱 音。

S L 5h A Tn Tb N D pp 

24. S 5 J‘ 
S 、，

S J 5 s，s 、， S S 

25. z[s] J 5‘ S V J 5 5 s，s 5 ~[s] 

一一一一一一一一一一一一一

例

24. <<三>> S saJl人 L sal/l， 5h S'elll人 A S{illl， Tb salll， N x-!-am [s-t-am]， ]) 

sam4， P sa1!Z (621)，一一ー PPsalll (660)・

《 la》 :Ssib-， Lsi8〈， ShfJF，Fra sif!う， N Xltt' [51it']， D dziア p 行か

(6!l7) .一一一-PP sib (667)・

25. <<頁>> 5 zztt̂ [5似内]， L， 5U
o， 5h S'i;D， A初， Tn 51人， 1も su"，N Xit [S~;.] ， ]) 

例

流

chii:J (siiふ psow (27:~) ，一一 PP ZUt lsul] (772)・

くく}rジ 5 zaî [s五i]，L s'万i，S11 s'a/1， Tn sai~ ， Tb Sat ， N x-l-{.u [s-lψ1， 1) 

ω;;， P sai (640)，一一 PPzay [sai] (676)・

官。

S L 5h A Tn Tb N D P I pp 

f ん ん r ん A f r r，/z. f 

27.1 J J f f / f f 1， r / J 

26. ~jÍfr}>) S r1tta， T_んita[rua] ， 5h /z.o¥ A ru， Tbがĵ，N lu"， D が♂ Prihu 

(521)， ~---ー PP ro'・(331)・

《矢口る>> S ru，¥L  1m [ru] 5h hl人 Tbhu~ ， N /11， D 〆0:3，P ru (221)，一一

PP rTi (413)・

27. <<猿>i : S li:J， L li・:J， 5h li()， Tn li:J"， Tb li:Ĵ， N liグI D lii:J"-， P lill (21:3)， 
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一一一一 ppliJ (!:l78)・

<<~{.') S !iik'， L ITtk'， Sh ITtk3， Tb lt/'， N b!k. D luk， P lok (:~50) 

一一一一 ppITd: (382)・

F去 ニtIF11O 

S L 5h A Tn Tb N D 

i2丸 y y. Jl dルγ J y y，r }'， 11 J )' .f 

τ;) τu 70 。 τu τu τυ τc/ τu τu 

例

_I~ ノ、，

28. イj>> S 'yZr， L yZ-/' ， Se fft2， A }U， Tn yi/. Tbんt'， N yu'. D }U'1 (1u') ， 

p yu (25.5)，一一一 ppyTt (715) (729)・

29. <<廿>> : S (h)wan'， L (ん)waJl'， S h 'uj万Il'， Th (h)τvaJl， Tb uル1，N zvaJl， D 

wan¥ PτVa1Z (5・18)，一一一 PPhwall (590)・

<< n >> S wall. L τvmz， Sh wan¥ A ball， Tb wu/、， N Wtlll'， P WLln (5). 

一一-P P wan (133)・

気 背。

一 ・←→ーーー-市--..4.__一同町一一日ーー刊一一町百一一一ー---"一一一一一ー→均一一←一ーー『一一一ー一一一一一ー~一一ー一一一一一一一一『一一一ーー」← ι ー

S Sh A Tn Tb N D pp 

:30. ん A A /z h A A ん，戸 ル，1s A 

一 一

例

:30. <<右>> 5 ho/， L hι'1l'， 5h han1， A haJl， Tn he1l， N /Ul/Z， D iall， p hall 

(220) ，一一-pp hcm (.112)・

<fi:ぅ Ska'， L ha'， Sh ha3， A ha， Th ha-， Tb kZi
v

， N ha
v

， D /zd¥ P Isa 

(623) ，一一一PPha (662)・
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タイ:渚Iili‘においては 7 段It:t僻 -l-，イ"があり， それが!ゴ夷の EIJ苦においては

事選存してただ痕[坊を残すのみであることはヲ fl'I長館雑』tt? 〉i主にうk交の解j漬 i

ヨリ;"jfij;lドにi!sべたごと〈である O 一般にタイ諸IiIft;の按 It:1僻とその reprωetト

tationについでは? その主物を見られたい。

;¥'-(ijj矢の IIiif?においてはヲ これらの接r-t1辞の残存は? より明瞭であるo<<臨》

kh:な[格怖]どもって73・i揮し <<rlJ'ff>>l'ITibを[谷六]~もって昔課するところ

からはれば‘ これらの Jーは? よく聴取せられたのであろうか。

しかし -一方 j立与の ldaiを L在J) <<立た》の kl3クを[恭]， <<r中ド》の ld，応丘() ~を? 

[μf打:1叶I

に -1ι- としての音C色Lをを'/1失たいつつあつたので(ゐちらうカか"'0 下口{夷 i話;立泣l任t その他によつて~[~

iれlば喝 この14J合の Jーの竣化してゆ¥;}まは，おうむね -w-の方向である o (I 

長lil』はすでに上の二つのi訴をそれぞれ A'oai[該]， 忌wa()[光]ァ とし以後の

nl1>>に到しでは接中町:をもたないわl7Jl紅]の形をもってゐる。

昔課において-!-の昔を残さないのは，残すもの(二例)に比して殴倒的に

多い。 -1-の5設受こ甘首.はすTtこ諮lii立I/悦f

でゐらう九O その他これをを?昔諮において残さぬもののi秒例夕ダ対.リd山にこコはま丸<<;近!丘I>>kl.んσ'ai' [該]，

(←《遠>>1.:1.ω'ai [主]恥)λ<<給》 〆五匂()[j劫剖]， 等カが;ある。

-1"ーもすでに聴取し難かったのであろう o 218 <<初]淑》のかJlakf;rikは[抹

皮]， 4行:;<<'1ft!>>のふrr仰は [t]削によって昔諮ぜられ 7 その -r-は会〈あらわ

れていない。なお若干のJlIiiHi}に見えるんy- (語版)における f はy 接中僻の f

ではな(" !tr の全慌が r のー幾filiであると見てよい(多〈の場合)。

その他の比f陵における様々の引象については ILi夷館…・・・解説Jの第四卒

を見られたL、。

以上の衣伝通4Ø~ して?八riの r"1 ぷ‘が y タイ i渚li'ii'rflの南方群(ジャム Jlt? ラオ

スrUo1
) ことにy 北方ヌオス話にi互いことがy ン后取せられるでゐらう O

1) [-百夷館・併l近Jp. 279. 
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この貼において八百訴は北方群に属する百夷語とは?著しい封照を?なす。八

口族がみ宇、からを (laiと稽することも y 上の背番i針路表 (nO 12) によって兄

られるようにy 却てその原音 *rJaiに近十〈ものでゐ 9，ジャム訴 rJaiの形が

今はそのま土 t'aiと稀せられるようにy 〆azは t'ai系統の形に嵐する o t'ai 

は南方~rY~の特徴的な稽呼であり ， tai (無気昔)は北方群(t':Jな白稀である。 (1百

夷館…・・・解議Jp. 279-80)。
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Deci.pherment or the Pa-po (l\.-l~f)

Vocabulary and Epistles

By

Hisanosuke Izui

It i~j only natural that, along with the great advances made in the scientifIc study

uf the Oriental languages since the 19l:h century the keenest attention should have been

paid to the }loa-£-i-Ylt (A'(0~;1~1Iiti) because of its special interest to linguists. vVe have

hitherto bad a number of studies whic~l altogether, however, could not hope to cover

all the languages contained in it; indeed, cven a study of a single onc of them could

rarely exhaust all the material it offers. The same was the case with the Po-i and

the Pa-po language..; of the Hoa-i-i-YIl, of which the former was previously studied by

the present writer and wa~; published in 19-J8 (" l~tudes comparatives des langues du

Sud", Sogellsha, Tokyo, 19~19, p. 191-).

The present \vriu~r, who had carried out researches into the Tai languages In High

Tunkin for a fairly long period, intended to folluw them up \vith a thorough study uf

the Pa-pu langue as he had done with the Pu-i language. Taking as his texts the P,l,

pu Inanuscript uf the Toyo Bunko (Tile Oriental Library in Tokyo) which is one uf the

must complete, and that oC the Bibliothc.lue Nationale at Paris, he applied to the them

1110::3t rigorous method of decipherment and linguistic comparison.

His decipherment and the comparative study of the findings have proved dell.netely

the P,l-pO language to be a member of the Tai group, especially akin to the western

Laotian in the Chieng-Mai area which belongs to the South-east sub-group.

He brought to light als8 some of the linguistic peculiarities of the Tai languages

which had disappeared in the Pa-po language in its course of evolution, revealed only

through its comparative method.
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